
第
一
章　

史
料
の
性
格
・
特
徴

①
文
書
群
の
保
存
状
態
、
整
理
過
程
、
目
録
作
成
過
程
の
概
要
に
つ
い
て

こ
の
解
題
お
よ
び
目
録
は
、
山
口
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
の
石
田
俊
研
究

室
が
所
有
す
る
﹁
小
郡
宰
判
秋
穂
塩
田
会
所
文
書
﹂（
以
下
、
当
該
文
書
群
）

の
も
の
で
あ
る
。
当
該
文
書
群
は
、
周
防
国
吉
敷
郡
小
郡
宰
判
秋
穂
庄
本
郷
１

（
以
下
、
本
郷
）
に
由
来
し
、
研
究
室
が
古
書
店
﹁
書
肆
つ
づ
ら
や
﹂
の
商
品

目
録
２

を
通
じ
て
存
在
を
知
り
、
二
〇
二
〇
年
一
月
に
購
入
し
た
。
現
在
は
山

口
大
学
総
合
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に
、
当
該
文
書
群
の
保
存
状
態
を
述
べ
る
。
ま
ず
古
書
店
に
入
荷
し

た
当
時
は
、
冊
子
を
除
い
て
ほ
ぼ
す
べ
て
筒
状
に
折
り
た
た
ま
れ
て
い
た
も
の

の
、
一
部
、
包
紙
に
包
ま
れ
た
も
の
、
一
括
し
て
紙
縒
り
を
か
け
ら
れ
た
も

の
、
近
代
封
筒
に
収
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。

次
に
購
入
後
、
研
究
室
に
届
い
た
際
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
全
点
と
も
、
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
か
ら
開
か
れ
、
分
類
番
号
別

に
薄
葉
紙
に
包
ま
れ
た
う
え
で
ビ
ニ
ー
ル
製
の
無
色
透
明
な
外
袋
に
入
っ
て
い

た
。
な
お
外
袋
に
は
、
当
該
文
書
群
名
（﹁
小
郡
宰
判
秋
穂
塩
田
会
所
文
書
︽
文

書
原
本
ま
た
は
控
︾﹂）
お
よ
び
分
類
ご
と
の
名
称
が
明
記
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が
張

り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
各
点
の
付
属
物
は
薄
葉
紙
で
一
括
に
包
ま
れ

て
お
り
、
紙
縒
り
で
一
括
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
一
度

紙
縒
り
を
外
さ
れ
た
う
え
、
再
度
紙
縒
り
で
一
括
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の

や
、
外
さ
れ
た
紙
縒
り
と
と
も
に
一
括
し
て
薄
葉
紙
に
包
ま
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
、
原
状
を
正
確
に
反
映
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
以
上
が
、
当
該
文
書
群
の
保
存
状
態
で
あ
る
。

次
に
、
当
該
文
書
群
の
整
理
過
程
、
お
よ
び
目
録
の
作
成
過
程
を
述
べ
る
。

整
理
は
、
二
〇
二
〇
年
度
前
期
大
学
院
講
義
﹁
日
本
歴
史
論
﹂
と
同
年
度
後
期

大
学
院
演
習
﹁
日
本
歴
史
論
演
習
（
近
世
の
社
会
）﹂３
で
、
熊
野
、
山
元
の
両

名
が
行
っ
た
。

手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
、
薄
葉
紙
で
包
ま
れ
、
外
袋
に
入
っ
て
い
た
史
料
を

取
り
出
し
、
一
点
ず
つ
目
録
用
紙
を
作
成
し
つ
つ
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
の

ち
、
中
性
紙
製
の
封
筒
に
入
れ
替
え
た
う
え
で
（
外
袋
は
別
置
保
管
）、
全
て

の
文
書
を
中
性
紙
製
の
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
た
。
一
通
り
整
理
し
た
の
ち
、
一

点
ず
つ
、
史
料
を
翻
刻
お
よ
び
精
読
し
、
表
題
の
設
定
、
目
録
の
作
成
に
移
っ
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た
。次

に
、
目
録
の
作
成
過
程
を
述
べ
る
。
目
録
は
、
整
理
過
程
で
作
成
し
た
目

録
用
紙
に
則
っ
て
い
る
。
用
紙
に
は
一
五
項
目
（
史
料
番
号
、
史
料
名
、
作
成

者
、
宛
先
、
作
成
年
月
日
、
書
出
、
法
量
、
形
状
、
料
紙
、
員
数
、
一
括
の
可

否
、
虫
損
や
水
損
な
ど
の
有
無
、
欠
損
（
前
欠
・
後
欠
の
有
無
）、
破
損
状
況
、

備
考
）
を
明
記
し
た
。
表
題
設
定
で
は
、
す
で
に
表
題
が
存
在
す
る
史
料
は
そ

の
ま
ま
採
用
し
た
が
、
表
題
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
内
容
題
を
付
し
て
亀

甲
括
弧
で
表
示
し
た
。
な
お
そ
の
ま
ま
表
題
を
採
用
し
た
も
の
の
、
理
解
の
し

や
す
さ
を
考
慮
し
、
括
弧
付
き
で
内
容
を
付
記
し
た
史
料
も
あ
る
。

以
上
の
手
順
を
経
て
、
目
録
と
し
て
整
理
し
た
。
そ
の
際
、
目
録
で
は
前
記

目
録
用
紙
の
う
ち
、
一
括
の
可
否
や
欠
損
状
況
は
備
考
に
ま
と
め
、
虫
損
や
水

損
な
ど
の
有
無
や
破
損
状
況
、
料
紙
は
省
い
た
た
め
、
残
る
九
項
目
を
記
し

た
。
以
上
が
当
該
文
書
群
の
整
理
過
程
、
お
よ
び
目
録
の
作
成
過
程
で
あ
る
。

②
文
書
群
の
性
格
に
つ
い
て
（
点
数
・
作
成
時
期
・
形
式
）

次
に
、
当
該
文
書
群
の
性
格
を
述
べ
る
。
総
点
数
は
六
六
点
で
、
年
代
は
天

保
九
年
（
一
八
三
八
）
か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
と
、
お
お
よ
そ
江
戸
時

代
末
期
の
も
の
で
あ
る
。
形
式
は
、
①
書
状
（
同
控
も
含
む
）
が
二
五
点
と
最

も
多
く
、
②
次
に
覚
書
（﹁
覚
﹂
の
表
題
が
あ
る
文
書
）
が
一
三
点
、
③
そ
の

ほ
か
（
嘆
願
書
（
同
控
も
含
む
）、
そ
の
回
答
（
同
上
）、
事
件
に
つ
い
て
の
記

録
、
触
書
写
し
、
絵
図
な
ど
、
一
な
い
し
数
点
ず
つ
）の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。

③
文
書
群
の
性
格
に
つ
い
て
（
作
成
時
に
お
け
る
花
香
・
中
津
江
地
区
の
概
要
）

次
に
、
当
該
文
書
群
が
作
成
さ
れ
た
江
戸
時
代
末
期
に
お
け
る
花
香
、
中
津

江
（
中
杖
）
地
区
の
概
要
を
述
べ
る
。

ま
ず
、
両
地
区
の
位
置
づ
け
を
述
べ
る
。
両
地
区
は
、
萩
藩
領
で
あ
る
小
郡

宰
判
の
う
ち
、
秋
穂
庄
本
郷
に
属
し
て
い
た
。

こ
こ
で
本
郷
の
内
部
構
造
を
述
べ
る
。
天
保
一
三
年
時
の
情
報
が
記
さ
れ
た

﹃
防
長
風
土
注
進
案
﹄
一
四
４

に
よ
る
と
、
本
郷
は
、
下
村
、
中
野
村
、
天
田

村
、
宮
ノ
旦
村
、
黒
潟
村
、
秋
穂
浦
、
中ち

ゅ
う
ど
う道、

青
井
村
の
八
区
域
で
構
成
さ
れ

て
い
た
５

。
内
訳
よ
り
、
当
村
は
稲
田
や
畑
、
塩
田
の
ほ
か
に
漁
場
も
含
ん
で

お
り
、
農
業
・
塩
業
・
漁
業
と
、
主
に
三
種
類
の
産
業
に
よ
り
成
立
し
て
い
た

と
分
か
る
。

な
お
、
以
上
八
区
域
の
な
か
で
の
花
香
・
中
津
江
地
区
の
所
属
も
見
て
お
く
。

﹃
秋
穂
町
史
﹄６
に
よ
る
と
、
両
地
区
は
秋
穂
浦
に
属
し
て
い
た
よ
う
だ
。
ど
の

段
階
か
は
不
明
だ
が
、
秋
穂
浦
の
範
囲
は
両
地
区
を
含
む
三
〇
小
村
だ
っ
た
と

い
う
。
た
だ
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
以
降
、
検
地
な
ど
に
よ
り
秋
穂
浦
の
う

ち
一
〇
小
村
と
秋
穂
庄
沿
海
の
海
上
権
が
萩
藩
士
の
井
原
家
に
分
給
さ
れ
た

際
、
井
原
家
領
に
編
入
さ
れ
な
か
っ
た
秋
穂
浦
域
内
の
田
畠
は
、
蔵
入
地
と
し

て
下
村
に
属
し
た
。
前
掲
﹃
防
長
風
土
注
進
案
﹄７
で
、
花
香
が
下
村
の
項
目
に

明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
中
津
江
の
所
属
は
書

か
れ
て
い
な
い
が
、
秋
穂
浦
域
内
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

花
香
・
中
津
江
地
区
の
支
配
体
系
を
見
る
。
両
地
区
は
秋
穂
浦
に
属
し
て
い

た
が
、
同
時
に
蔵
入
地
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
七

三
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月
に
萩
藩
士
の
益
田
家
が
花
香
を
、
同
年
同
月
に
萩
藩
士
の
繁
沢
家
（
図
書
）

が
中
津
江
を
そ
れ
ぞ
れ
分
給
さ
れ
、
さ
ら
に
中
津
江
で
は
文
政
十
二
年
十
二
月

に
繁
澤
家
末
家
の
玉
井
正
左
衛
門
へ
、
天
保
六
年
十
月
に
繁
澤
図
書
次
男
の
日

野
竜
之
進
へ
そ
れ
ぞ
れ
分
与
さ
れ
た
結
果
、
最
終
的
に
両
地
区
は
そ
れ
ぞ
れ
益

田
家
、
日
野
・
玉
井
両
家
の
給
領
地
に
な
っ
た
。

次
に
石
高
に
注
目
す
る
（
表
参
照
）。
本
郷
の
総
石
高
は
五
八
六
六
石
四
斗

八
合
で
８

内
訳
は
蔵
入
地
（
下
村
、
中
野
、
天
田
、
宮
ノ
旦
、
秋
穂
浦
が
相
当
。

な
お
浦
の
う
ち
井
原
家
領
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
以
降
蔵
入
地
）
が
三
五

五
五
石
二
升
六
合
で
約
六
割
、
撫
育
地
（
中
津
江
の
一
部
が
相
当
）
が
三
石
九

斗
八
升
二
合
で
一
割
未
満
、
給
領
地
（
花
香
・
中
津
江
以
外
で
は
、
黒
潟
村
（
吉

敷
毛
利
家
領
）、
中
道
（
布
施
家
領
）、
青
井
村
（
金
山
家
領
）
が
相
当
）
が
二

三
〇
七
石
四
斗
で
約
四
割
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
花
香
ま
た
は
中
津
江
の
両
塩
田
が
本
郷
で
占
め
た
割
合
を
み

る
。
前
者
は
四
二
七
石
二
斗
と
、
本
郷
の
な
か
で
は
約
七
分
、
本
郷
に
お
け
る

益
田
家
領
（
四
四
五
石
九
斗
）
の
な
か
で
は
約
九
割
で
あ
る
。
一
方
の
後
者
は

四
二
〇
石
三
斗
と
、
本
郷
の
な
か
で
は
約
七
分
、
本
郷
に
お
け
る
日
野
・
玉
井

家
領
（
四
四
四
石
）
の
な
か
で
は
約
九
割
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
両
塩
田
と
も
、

本
郷
で
の
割
合
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
が
、
益
田
お
よ
び
日
野
・
玉
井
両
家
の
、

本
郷
給
領
地
に
お
け
る
割
合
は
高
い
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

④
文
書
群
の
内
容
に
つ
い
て

当
該
文
書
群
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
主
に
は
、
塩
相
場
関
係
、
花

香
・
中
津
江
両
浜
と
秋
穂
浦
間
で
の
紛
糾
関
係
９

、
花
香
塩
田
の
仮
石
盛
関
係
、

石
崎
浜
関
係
、
石
炭
関
係
な
ど
が
あ
る
。
前
者
三
つ
の
内
容
は
第
二
章
以
降
で

検
討
す
る
。
よ
っ
て
以
下
で
は
後
者
二
つ
の
内
容
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
述
べ

る
。ま

ず
石
崎
浜
に
つ
い
て
述
べ
る
。
花
香
塩
田
は
時
期
に
よ
っ
て
多
少
の
変
化

は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
一
番
か
ら
一
一
番
ま
で
の
一
一
枚
の
塩
浜
で
構
成
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
内
九
番
に
あ
た
る
塩
浜
が
石
崎
浜
で
あ
っ
た
10

。

石
崎
浜
の
所
有
者
は
土
山
家
で
あ
り
、
地
理
的
要
因
か
ら
塩
付
き
が
悪
く
、
開

立
に
も
難
渋
し
た
よ
う
で
あ
る
11

。

当
該
文
書
群
は
石
崎
浜
関
係
の
史
料
を
七
点
程
収
録
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の

史
料
も
花
香
塩
田
に
お
け
る
石
崎
浜
の
位
置
づ
け
や
土
山
家
に
よ
る
石
崎
浜
経

営
の
実
態
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の

史
料
か
ら
、
石
崎
浜
の
開
立
が
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
八
月
時
点
に
お
い
て
、

花
香
塩
田
内
の
他
浜
と
比
較
し
て
遅
延
し
て
お
り
、
そ
れ
が
花
香
塩
田
全
体
の

問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
様
子
12

や
、
ま
た
、
土
山
家
が
嘉
永
五
年
（
一

八
五
二
）
か
ら
五
年
契
約
で
石
崎
浜
を
三
巻
新
蔵
へ
貸
与
し
よ
う
と
し
て
い
た

様
子
13

な
ど
が
窺
え
る
。

次
に
石
炭
に
つ
い
て
述
べ
る
。
塩
田
に
お
い
て
石
炭
は
煎
熬
の
燃
料
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
。
長
州
藩
で
石
炭
の
使
用
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
安
永
期
か

ら
天
明
期
頃
（
一
七
七
二
~
一
七
八
九
頃
）
と
さ
れ
、
当
初
は
品
質
の
良
い
筑

前
炭
を
使
用
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
長
州
藩
内
で
採
掘
さ
れ
、
価
格
・
輸
送

費
共
に
安
価
で
あ
っ
た
有
帆
炭
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
一
時
は
筑
前

三
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炭
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
、
豊
前
・
肥
前
炭
も
使
用
し
た
と
い
う
14

。

当
該
文
書
群
は
石
炭
関
係
の
史
料
を
六
点
程
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史

料
を
確
認
す
る
と
、
弘
化
三
年
頃
の
花
香
塩
田
で
は
、
前
述
の
有
帆
炭
よ
り
も

筑
前
炭
な
ど
の
他
藩
か
ら
輸
入
し
た
石
炭
（
他
国
炭
）
を
盛
ん
に
使
用
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
同
時
期
の
花
香
塩
田
で
は
、
他
国
炭
に
よ
る
石
炭

焚
き
が
主
流
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
石
炭
の
使
用
状
況
か
ら
、
弘
化

三
年
に
は
既
に
花
香
塩
田
に
お
い
て
製
塩
が
開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
15

。
第
二
章　

塩
田
会
所
に
つ
い
て

当
該
文
書
群
の
作
成
主
体
は
、
本
郷
の
う
ち
花
香
、
お
よ
び
中
津
江
地
区
に

設
置
さ
れ
て
い
た
塩
田
会
所
（
以
下
、
会
所
）
と
考
え
る
。

以
下
、
本
章
で
は
会
所
の
性
格
を
考
察
す
る
。
会
所
と
は
、
塩
業
を
成
立
さ

せ
る
た
め
に
、
浜
人
・
浜
子
・
商
人
・
職
人
な
ど
を
統
轄
す
る
機
関
と
し
て
各

塩
田
に
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
16

。
会
所
に
は
、
塩
業
全
般
に
わ
た
る

事
柄
を
処
理
す
る
浜
掛
り
役
人
（
年
寄
・
直
立
・
石
炭
改
め
・
塩
廻
し
・
日
雇

頭
）
と
雇
人
で
あ
る
会
所
人
が
勤
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
17

。
中
で
も
年
寄
は

会
所
を
運
営
す
る
役
職
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
18

。

こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
会
所
が
、
花
香
・
中
津
江
両
塩
田
に
も
設
け
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
前
者
の
会
所
は
、
天
保
九
年
九
月
に
、
後
者
の
会
所
は

同
一
二
年
二
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
塩
業
者
が
申
し
合
わ
せ
た
う
え
で
組
織
し

て
お
り
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
正
月
、
両
会
所
は
合
併
し
て
﹁
花
中
塩
田

会
所
﹂
と
改
称
し
た
と
い
う
19

。

花
香
塩
田
会
所
（
以
下
、
花
香
会
所
）
に
お
い
て
、
年
寄
を
勤
め
た
人
物
が
、

当
該
文
書
群
の
な
か
で
も
多
く
登
場
す
る
藤
田
庄
左
衛
門
（
正
左
衛
門
、
昌
左

衛
門
）
で
あ
る
（
計
二
三
点
）。
藤
田
家
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
か
ら

続
く
旧
家
で
、
開
祖
は
柿
野
六
兵
衛
の
次
男
、
市
郎
兵
衛
と
い
う
。
市
郎
兵
衛

に
は
五
人
の
子
が
お
り
、
庄
左
衛
門
は
市
郎
兵
衛
三
男
・
三
右
衛
門
（﹁
本
家
﹂）

か
ら
分
か
れ
た
﹁
屋
戸
﹂
藤
田
家
の
当
主
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
庄
左
衛
門
は
、

西
ノ
浦
塩
田
で
三
塩
戸
を
持
つ
塩
田
地
主
（
浜
主
）
と
し
て
、
経
営
経
験
を
有

し
て
お
り
、
そ
の
関
係
上
、
花
香
塩
田
の
築
立
時
に
銀
主
と
浜
主
の
間
で
問
題

が
発
生
し
た
際
、
解
決
に
当
た
っ
た
と
い
う
。
そ
の
働
き
を
給
主
の
益
田
家
か

ら
認
め
ら
れ
た
庄
左
衛
門
は
、
花
香
塩
田
の
年
寄
役
を
任
命
さ
れ
た
。
庄
左
衛

門
は
、
年
寄
役
と
し
て
花
香
塩
田
の
経
営
を
担
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
20

。

花
香
会
所
の
全
体
像
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
藤
田
の
よ
う
な
浜
掛
り
役

人
、
あ
る
い
は
会
所
人
名
義
の
史
料
か
ら
、
そ
の
概
要
を
復
元
す
る
と
、
以
下

の
こ
と
が
言
え
よ
う
。

ま
ず
は
、
石
炭
を
め
ぐ
る
業
務
で
あ
る
。
花
香
会
所
の
会
所
人
安
右
衛
門

は
、
中
津
江
塩
田
会
所
（
以
下
、
中
津
江
会
所
）
の
良
左
衛
門
よ
り
依
頼
を
受

け
、
管
轄
下
の
各
浜
主
に
一
年
分
の
石
炭
使
用
量
を
通
達
さ
せ
て
い
る
21

。
目

的
は
不
明
だ
が
、
来
期
の
石
炭
使
用
量
を
見
極
め
る
指
標
に
し
よ
う
と
考
え
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
塩
相
場
を
め
ぐ
る
情
報
収
集
に
つ
い
て
で
あ
る
。
長
州
藩
に
お
け
る

塩
相
場
の
決
定
は
三
田
尻
大
会
所
（
以
下
、
大
会
所
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
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い
う
22

。
大
会
所
は
三
田
尻
宰
判
の
下
に
置
か
れ
、
大
年
寄
を
も
っ
て
長
州
藩

内
の
塩
業
全
般
を
統
轄
し
て
お
り
、
大
年
寄
の
下
部
機
構
に
年
寄
役
が
置
か
れ

た
と
い
う
23

。
大
会
所
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
塩
相
場
は
、
そ
の
都
度
大
会
所

か
ら
会
所
並
び
に
問
屋
へ
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
24

。

花
香
会
所
で
は
売
塩
に
あ
た
り
、
そ
の
相
場
を
大
会
所
に
問
い
合
わ
せ
て
回

答
を
得
て
い
る
25

。
ま
た
三
田
尻
浜
か
ら
相
場
情
報
を
得
る
26

ほ
か
、
大
会
所

か
ら
他
会
所
（
長
浜
会
所
）
宛
の
書
状
（
相
場
を
記
載
し
た
も
の
）
の
写
し
27

も
収
集
し
て
お
り
、
相
場
の
把
握
に
余
念
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
花
香

会
所
が
大
会
所
や
近
隣
の
会
所
か
ら
、
能
動
的
に
情
報
を
得
よ
う
と
し
て
い
た

様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、
中
津
江
会
所
と
も
売
塩
相
場
に
関
わ
る
情
報
が
共
有

さ
れ
て
い
る
28

。

ほ
か
に
も
、
石
崎
浜
の
処
理
を
め
ぐ
り
、
給
庄
屋
の
山
内
六
左
衛
門
や
、
開

発
出
資
者
の
土
山
久
七
か
ら
連
絡
を
受
け
た
も
の
29

、
秋
穂
浦
と
の
紛
糾
30

を

め
ぐ
る
対
応
に
つ
き
、
心
得
を
浜
年
寄
ら
に
確
認
し
て
い
る
も
の
31

な
ど
が
あ

る
。こ

の
よ
う
に
、
石
炭
の
使
用
量
や
塩
相
場
を
め
ぐ
る
情
報
収
集
な
ど
の
財
務

関
係
、
さ
ら
に
は
、
塩
田
管
理
や
秋
穂
浦
と
の
紛
糾
問
題
な
ど
、
塩
田
の
経
営

に
関
わ
る
諸
案
件
に
つ
い
て
、
会
所
間
、
あ
る
い
は
会
所
人
を
通
じ
て
給
庄

屋
、
浜
年
寄
な
ど
と
の
間
で
連
絡
を
と
り
つ
つ
処
理
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
よ

う
。

第
三
章　

花
香
浜
浦
方
参
り
懸
り
一
件

次
に
﹁
花
香
浜
浦
方
参
り
懸
り
一
件
﹂
を
見
る
。
こ
れ
は
、
嘉
永
元
年
二
月

か
ら
翌
二
年
四
月
、
塩
業
を
生
業
と
し
て
い
た
花
香
・
中
津
江
両
地
区
（﹁
浜

方
﹂）
と
漁
業
を
生
業
と
し
て
い
た
秋
穂
浦
（﹁
浦
方
﹂）
と
の
間
で
起
こ
っ
た

事
件
で
あ
る
。
当
該
文
書
群
に
は
、
こ
の
事
件
に
関
連
す
る
史
料
が
二
六
点
と

多
く
存
在
す
る
。
ま
ず
は
概
要
を
見
る
（
詳
細
は
年
表
①
参
照
）。

前
提
と
し
て
、
塩
業
を
営
ん
で
い
た
長
浜
地
区
と
秋
穂
浦
の
関
係
を
見
る
。

長
浜
側
は
、
塩
田
操
業
上
必
要
な
入
替
砂
を
、
秋
穂
浦
海
域
で
採
取
し
て
い

た
。
浦
方
は
、
漁
事
に
支
障
を
来
す
と
採
砂
を
拒
絶
し
た
。
長
浜
側
は
、
漁
事

を
妨
げ
る
採
砂
は
し
な
い
と
し
、
代
価
の
支
払
い
を
提
示
し
、
文
化
四
年
（
一

八
〇
七
）
に
交
渉
を
成
立
さ
せ
た
。
浦
方
に
利
益
を
も
た
ら
す
契
約
が
成
立
し

て
い
た
。

嘉
永
元
年
二
月
八
日
、
花
香
・
中
津
江
両
浜
は
、
秋
穂
浦
年
寄
の
平
原
七
左

衛
門
か
ら
、
長
浜
と
同
様
の
契
約
を
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
両
浜
は
入
替
砂

を
大
海
湾
か
ら
購
入
し
て
い
た
た
め
、
応
じ
な
か
っ
た
。

す
る
と
、
三
月
二
三
日
、
中
津
江
浜
住
民
が
、
従
来
通
り
の
場
所
で
北
国
船

を
た
で
て
い
る
と
32

、
浦
方
が
、
火
の
用
心
が
悪
い
と
し
て
中
止
を
要
請
し

た
。
中
津
江
浜
が
要
請
を
聞
き
入
れ
な
い
で
い
る
と
、
浦
方
は
消
火
し
た
。

そ
の
後
、
四
月
中
旬
に
小
郡
宰
判
代
官
の
祖
式
半
左
衛
門
忠
周
が
出
郡
し
、

浜
方
、
浦
方
、
船
た
で
用
の
蓼
草
を
管
理
し
て
い
た
た
で
屋
な
ど
の
間
で
協
議

が
重
ね
ら
れ
、
嘉
永
二
年
四
月
、
①
両
浜
か
ら
浦
方
へ
、
上
荷
船
33

の
利
用
代

金
と
し
て
、
三
隻
あ
た
り
札
銀
二
四
匁
を
支
払
う
、
②
船
た
で
場
は
、
花
香
浜
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側
は
花
香
山
麓
の
腰
入
川
内
、
中
津
江
浜
側
は
沖
土
手
北
面
の
南
入
川
内
に

各
々
変
更
、
③
両
浜
か
ら
浦
方
の
海
上
諸
役
に
対
し
、
各
々
元
銀
一
貫
八
〇
〇

目
を
小
郡
宰
判
に
預
け
、
そ
の
八
分
相
当
の
利
銀
を
浦
方
に
渡
す
と
い
う
契
約

の
も
と
、
解
決
し
た
34

。
以
上
が
概
要
で
あ
る
。

次
に
、
文
書
群
か
ら
事
件
を
み
る
。
こ
れ
は
塩
田
会
所
の
史
料
で
あ
る
た

め
、
浜
方
の
事
情
に
詳
し
い
。

一
点
目
は
、
当
該
事
件
を
め
ぐ
る
浜
方
の
認
識
を
把
握
で
き
る
点
で
あ
る
。

浜
方
は
、
事
件
の
起
点
が
、
秋
穂
浦
の
契
約
を
断
っ
た
嘉
永
元
年
二
月
に
あ
る

と
理
解
す
る
35

。
結
果
船
た
で
を
中
止
さ
れ
、
塩
業
従
事
者
で
あ
る
寄
せ
子
、

日
雇
、
中
使
の
派
遣
停
止
、
上
荷
船
の
援
助
停
止
、
浦
方
海
域
で
捕
れ
た
魚
の

不
売
、
浜
方
産
食
塩
の
不
買
と
い
っ
た
、
様
々
な
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
と
理
解

す
る
36

。
た
だ
し
、
浦
方
の
史
料
37

と
照
合
す
る
と
、
一
面
的
な
認
識
に
過
ぎ

な
か
っ
た
と
分
か
る
。
塩
業
従
事
者
の
派
遣
停
止
は
、
浜
方
に
と
っ
て
は
一
方

的
な
嫌
が
ら
せ
に
映
っ
た
よ
う
だ
が
、
浦
方
に
そ
の
つ
も
り
は
な
く
、
浦
方
が

派
遣
し
た
百
姓
・
庄
蔵
が
、
中
津
江
浜
へ
の
出
入
を
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ

以
上
の
関
係
悪
化
を
恐
れ
、
浜
方
と
距
離
を
置
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
38

。

本
心
か
は
不
明
だ
が
、
浜
方
と
浦
方
で
、
互
い
の
認
識
が
異
な
っ
て
い
た
点
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
点
目
は
、
花
香
浜
年
寄
・
藤
田
庄
左
衛
門
の
動
向
が
窺
え
る
点
で
あ
る
。

藤
田
は
、
浜
年
寄
と
し
て
、
領
主
・
益
田
家
と
対
応
を
協
議
す
べ
く
、
秋
穂
か

ら
萩
へ
向
か
っ
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
39

。

三
点
目
は
、
浦
方
の
百
姓
に
し
て
、
浜
方
の
業
務
を
担
っ
て
い
た
﹁
蓼
屋
万

右
衛
門
﹂
の
存
在
で
あ
る
。
万
右
衛
門
は
、
天
保
九
年
に
﹁
た
で
草
株
壱
ヶ
所
﹂

を
期
限
付
き
で
付
与
さ
れ
、
運
上
銀
の
納
入
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
40

。
彼
は
浦

方
の
百
姓
だ
っ
た
が
、
世
帯
が
困
窮
し
、
出
稼
ぎ
と
し
て
花
香
浜
の
築
立
に
従

事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
如
上
の
株
を
得
た
と
い
う
41

。
し
か
し
、
嘉
永
元
年
三

月
二
三
日
、
浦
方
が
浜
方
の
船
た
で
を
中
止
さ
せ
た
際
に
万
右
衛
門
も
浦
役
所

に
呼
ば
れ
、
船
た
で
の
中
止
を
命
じ
ら
れ
た
。
万
右
衛
門
は
、
花
香
浜
か
ら
交

付
さ
れ
た
﹁
御
奉
書
﹂
を
理
由
に
、
花
香
浜
の
指
示
を
得
て
対
応
す
る
と
述
べ
、

同
時
に
益
田
家
へ
は
、﹁
難
渋
者
﹂
と
の
理
由
で
、
善
処
を
希
望
し
て
い
る
42

。

浦
方
に
属
し
つ
つ
、
浜
方
の
役
目
を
果
た
す
万
右
衛
門
の
よ
う
な
存
在
が
い
た

点
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
身
分
と
役
目
の
関
係
を
考
慮
す
る
う
え
で
、
参
考

に
な
る
。

な
お
、
事
件
の
意
義
は
以
上
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
前
掲

﹃
藤
田
滋
雄
家
古
文
書
集
﹄
や
、
同
じ
く
前
掲
﹃
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
﹄
と
い
っ

た
、
浜
方
・
浦
方
の
史
料
か
ら
指
摘
す
る
。

ま
ず
、
浦
方
と
浜
方
の
関
係
や
、
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
窺
え
る
点
で
あ
る
。

当
該
期
、
浦
方
の
海
上
権
は
井
原
家
が
有
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
浦
方
一
統
の

権
限
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
権
限
は
上
荷
船
の
運
用
に
も
か
か
っ
て
お
り
、
浜
方

は
塩
業
の
運
営
上
、
こ
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
43

。
さ
ら
に
難
破
船
の

処
理
も
担
っ
て
い
た
よ
う
だ
44

。
一
方
で
浦
方
も
、
浜
方
に
金
銭
を
要
求
し
て

お
り
、
彼
ら
も
浜
方
の
存
在
に
依
存
し
て
い
た
と
言
え
る
。
最
た
る
も
の
が
人

材
の
往
来
で
あ
る
。
浦
方
の
住
民
は
、
出
稼
の
た
め
浜
方
の
塩
業
に
従
事
し
、

浜
方
は
浦
方
の
住
民
を
利
用
し
、
塩
業
を
営
ん
で
い
た
。
ま
さ
に
一
蓮
托
生
で
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あ
る
。
た
だ
、
柳
澤
京
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
浦
方
が
自
身
の
役
負
担
を

梃
子
に
、
有
利
な
立
場
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
点
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
役
負
担

は
半
ば
恒
久
的
な
も
の
で
45

、
藩
も
浦
方
の
主
張
を
軽
視
し
得
ず
、
最
終
的
に

浦
方
優
位
の
判
決
が
出
た
と
考
え
る
。
そ
の
態
度
は
、
勘
場
が
作
成
し
た
と
考

え
ら
れ
る
﹁
申
諭
之
心
覚
﹂
で
﹁
浦
人
ハ
兄
、
浜
人
ハ
弟
﹂
と
あ
る
46

こ
と
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
浦
方
優
位
の
相
互
依
存
が
、
実
態
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
浦
方
の
支
配
領
域
に
知
行
地
が
新
設
さ
れ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
問
題

が
起
こ
り
得
る
か
で
あ
る
。
花
香
・
中
津
江
両
浜
は
、
給
領
地
化
以
前
、
蔵
入

地
で
あ
り
、
か
つ
浦
方
の
管
轄
圏
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
浦
方
は
、
海
上
の
干

潟
に
つ
い
て
、
給
領
地
の
築
立
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
分
給
済
の
給
領
地
で
も

浦
方
の
支
配
圏
と
認
識
し
て
い
た
47

。
し
か
も
給
領
地
の
新
設
は
、
浦
方
に
と

り
﹁
網
引
場
減
し
鰯
干
場
も
近
辺
ニ
無
之
様
相
成
﹂
迷
惑
な
も
の
だ
っ
た
と
い

う
48

。
こ
の
認
識
が
浦
方
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
背
景
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
を
収
拾
し
た
の
は
萩
藩
の
代
官
で
あ
っ
た
。
代
官

は
、
浦
方
と
浜
方
の
い
ず
れ
も
給
領
地
で
あ
り
、
か
つ
領
主
が
異
な
っ
て
い
た

た
め
、
各
々
と
交
渉
し
つ
つ
事
態
を
収
拾
し
た
49

。
な
お
、
領
主
ご
と
で
給
領

地
へ
の
関
与
に
も
差
異
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
浦
方
領
主
の
井
原
家
は
﹁
地
方
御

書
附
﹂
を
根
拠
に
﹁
領
地
之
懸
り
合
給
主
ト
し
て
不
可
取
持
﹂
と
の
態
度
を

と
っ
た
50

一
方
、
花
香
浜
領
主
の
益
田
家
は
、﹁
諸
事
屋
輔︹

鋪
︺

ニ
可
相
伺
﹂
と
、

自
家
の
裁
量
に
拘
っ
た
51

。
こ
の
姿
勢
が
、
問
題
の
解
決
を
翌
年
ま
で
長
引
か

せ
て
い
く
52

。

第
四
章　

花
香
浜
に
お
け
る
仮
石
盛
前
後
の
動
向

本
章
で
は
花
香
浜
に
お
け
る
仮
石
盛
前
後
の
動
向
を
、
浜
方
と
益
田
家
と
の

間
に
生
じ
た
諸
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
見
て
い
く
。
仮
石
盛
と
は
、
本
石
盛
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
、
仮
石
盛
が
済
む
と
実
質
的
な
年
貢
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
石
盛
に
不
公
平
な
点
が
あ
れ
ば
本
石
盛
の
際
に
訂
正

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
53

。
花
香
浜
で
も
仮
石
盛
後
、
多
く
の

浜
主
が
、
仮
石
盛
に
よ
る
石
高
は
高
す
ぎ
る
と
し
て
益
田
家
に
石
下
げ
を
願
い

出
た
と
い
う
54

。
暫
定
的
で
は
あ
る
が
、
石
高
が
決
定
す
る
仮
石
盛
は
浜
方
と

益
田
家
の
双
方
に
と
っ
て
重
要
事
項
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

当
該
文
書
群
の
史
料
に
よ
る
と
、
こ
の
仮
石
盛
前
後
に
既
述
の
石
高
是
正
の

要
求
以
外
に
大
き
く
二
つ
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
本
章
で
は

こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
﹁
須
佐
御
領
小
郡
御
才
判
秋
穂
花
香
御
開
作
万

控
﹂55
や
前
掲
﹃
藤
田
滋
雄
家
古
文
書
集
﹄
を
適
宜
利
用
し
な
が
ら
、
浜
方
と

益
田
家
の
双
方
が
ど
の
よ
う
な
対
処
を
行
い
、
解
決
に
至
っ
た
の
か
を
検
討
し

て
い
く
。
こ
れ
は
近
世
長
州
藩
内
の
給
領
地
に
お
け
る
塩
田
経
営
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
上
で
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
ず
は
前
提
と
し
て
花
香
浜
の
築
立
か
ら
仮
石
盛
に
至
る
過
程
を
見
て
い
く

（
詳
細
は
年
表
②
参
照
）。

花
香
浜
の
築
立
は
天
保
三
年
に
、
花
香
浜
の
大
黒
屋
久
右
衛
門
が
鍬
下
年
限

二
五
年
で
願
い
出
て
、
益
田
家
に
承
認
さ
れ
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
資
金

不
足
に
よ
り
一
時
頓
挫
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
土
山
藤
八
と
渡
辺
権
左
衛
門

の
尽
力
に
よ
り
、
天
保
六
年
に
潮
留
め
が
行
わ
れ
、
塩
浜
開
立
が
開
始
さ
れ
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た
56

。
そ
の
二
四
年
後
で
あ
る
安
政
六
年
一
二
月
に
花
香
浜
の
仮
石
盛
は
行
わ

れ
た
。

一
つ
目
の
問
題
は
仮
石
盛
が
行
わ
れ
る
一
年
前
の
安
政
五
年
に
生
じ
た
。
そ

れ
は
浜
方
と
益
田
家
の
間
で
鍬
下
年
限
の
認
識
に
一
年
間
の
齟
齬
が
生
じ
て
い

た
と
い
う
問
題
で
あ
る
57

。

事
の
発
端
は
、
安
政
五
年
に
花
香
浜
の
鍬
下
年
限
が
終
了
す
る
こ
と
を
も
っ

て
仮
石
盛
を
行
い
、
翌
年
か
ら
年
貢
の
徴
収
を
開
始
す
る
こ
と
を
益
田
家
が
浜

方
に
下
知
し
た
こ
と
に
よ
る
58

。
こ
の
下
知
を
受
け
た
浜
方
は
、
花
香
浜
の
鍬

下
年
限
は
、
証
文
に
記
載
の
あ
る
二
五
年
間
（
天
保
三
年
か
ら
安
政
三
年
ま

で
）
に
、
浜
方
が
自
力
で
石
腰
や
石
垣
を
組
み
整
え
た
三
年
間
（
安
政
四
年
か

ら
同
六
年
ま
で
）
を
加
え
た
計
二
八
年
間
（
天
保
三
年
か
ら
安
政
六
年
ま
で
）

で
あ
る
と
主
張
し
、
安
政
六
年
分
の
年
貢
上
納
を
宥
免
し
て
も
ら
え
る
よ
う
益

田
家
へ
嘆
願
し
た
59

。
こ
の
嘆
願
に
対
し
益
田
家
は
聴
許
で
き
な
い
と
し
な
が

ら
も
、
浜
方
の
嘆
願
も
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
当
問
題
の
対
処

を
山
内
道
祖
松
へ
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
60

。
道
祖
松
は
、
文
久
二
年
（
一
八

六
二
）
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で
中
郷
の
庄
屋
を
務
め
、
ま
た
同
時

期
に
秋
穂
・
大
海
の
小
都
合
庄
屋
を
兼
ね
て
い
た
と
考
え
ら
れ
61

、
秋
穂
で
は

名
の
通
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

当
問
題
で
は
安
政
六
年
分
の
年
貢
に
つ
い
て
、
宥
免
し
て
も
ら
い
た
い
浜
方

と
、
徴
収
し
た
い
益
田
家
と
の
間
を
ど
う
取
り
持
ち
、
収
め
る
か
と
い
う
点
に

道
祖
松
の
力
量
が
試
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
道
祖
松
は
、
浜
年
寄
の
藤
田

庄
左
衛
門
と
共
に
銀
一
貫
五
〇
〇
目
を
益
田
家
へ
上
納
す
る
こ
と
で
、
安
政
六

年
分
の
年
貢
の
徴
収
を
益
田
家
に
宥
免
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
案
を
立
て
た
。

同
案
は
道
祖
松
が
庄
屋
の
山
内
休
兵
衛
と
の
談
合
を
通
じ
て
立
案
し
た
も
の
で

あ
り
62

、
こ
れ
に
庄
左
衛
門
が
賛
同
し
た
こ
と
で
道
祖
松
と
庄
左
衛
門
両
名
の

連
名
で
益
田
家
に
願
い
出
さ
れ
63

、
こ
れ
を
益
田
家
が
聴
許
し
た
こ
と
に
よ

り
64

、
解
決
に
至
っ
た
。

当
問
題
の
解
決
を
益
田
家
が
自
家
の
家
臣
で
は
な
く
、
道
祖
松
に
一
任
し
た

の
は
、
同
人
が
秋
穂
の
有
力
な
庄
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。
即
ち
益
田
家
は
、
庄
屋
と
し
て
秋
穂
の
事
情
に
精
通
し
、
人
脈
の

あ
る
道
祖
松
を
用
い
る
こ
と
で
、
問
題
の
円
滑
な
解
決
を
図
っ
た
と
考
え
る
。

道
祖
松
は
こ
の
期
待
に
応
え
、
山
内
休
兵
衛
や
藤
田
庄
左
衛
門
と
折
衝
し
、
問

題
の
解
決
に
至
っ
た
。

以
上
に
見
た
道
祖
松
の
働
き
に
よ
り
、
仮
石
盛
は
安
政
五
年
か
ら
安
政
六
年

一
二
月
に
延
期
と
な
っ
た
。
安
政
六
年
一
二
月
の
仮
石
盛
は
、
七
日
か
ら
一
五

日
ま
で
の
九
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
65

。
こ
の
仮
石
盛
に
よ
り
浜
主
達
は

浜
一
四
町
余
の
石
貫
銀
・
御
馳
走
銀
・
そ
の
他
総
計
銀
七
貫
七
〇
目
九
分
を
、

翌
万
延
元
年
よ
り
益
田
家
へ
上
納
す
る
こ
と
と
な
っ
た
66

。

二
つ
目
の
問
題
は
仮
石
盛
後
の
万
延
元
年
四
月
に
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
仮
石

盛
に
よ
る
石
高
が
高
い
た
め
、
浜
方
か
ら
勘
場
や
小
都
合
庄
屋
へ
諸
掛
物
が
上

納
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
67

。

花
香
浜
は
、
益
田
家
が
藩
府
か
ら
土
地
を
開
作
す
る
権
利
を
許
さ
れ
た
拝
領

開
作
の
地
で
あ
っ
た
た
め
、
開
作
成
就
の
後
、
石
盛
が
行
わ
れ
て
、
益
田
家
の

知
行
地
に
加
給
さ
れ
る
手
順
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
68

。
藩
府
に
と
っ
て

三
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石
高
は
、
領
地
支
配
の
様
々
な
基
準
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
家
臣
の
石
高
の
変

動
は
重
要
事
項
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
よ
っ
て
花
香
浜
の
石
高
を
益
田
家
の
知

行
に
加
給
す
る
に
は
、
藩
府
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

藩
府
の
許
可
を
得
て
花
香
浜
の
石
高
が
益
田
家
の
知
行
に
加
給
さ
れ
た
場

合
、
浜
方
は
益
田
家
へ
の
石
貫
銀
に
加
え
、
勘
場
や
小
都
合
庄
屋
へ
も
掛
物
を

上
納
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
浜
方
は
、
塩
田
の
石
高
が
高
か
っ

た
た
め
、
石
貫
銀
の
上
納
の
み
で
精
一
杯
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て

浜
方
は
、
今
後
花
香
浜
の
石
高
が
益
田
家
の
知
行
に
加
給
さ
れ
た
場
合
に
は
、

諸
掛
物
は
、
益
田
家
か
ら
各
所
へ
上
納
す
る
よ
う
益
田
家
に
対
し
て
願
い
出

た
69

。浜
方
か
ら
益
田
家
へ
前
述
の
よ
う
な
願
い
出
が
な
さ
れ
た
時
点
で
は
、
花
香

浜
が
益
田
家
の
知
行
地
に
加
給
さ
れ
る
か
否
か
判
然
と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
花
香
浜
の
浜
惣
代
で
あ
る
中
屋
勝
五
郎
と
徳
重
屋
長
次
郎
は
、
加

給
さ
れ
た
場
合
を
見
越
し
て
、
山
内
休
兵
衛
や
藤
田
庄
左
衛
門
を
介
し
て
益
田

家
へ
如
上
の
内
容
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
後
日
こ
の
願
い
出
は
益
田
家
に
聴

許
さ
れ
た
70

。
浜
方
の
願
い
出
が
そ
の
ま
ま
益
田
家
に
聴
許
さ
れ
る
場
合
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
浜
方
に
お
い
て
問
題
が
生
じ
た
場
合
、
浜
方
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た

願
書
や
嘆
願
書
が
、
庄
屋
や
浜
年
寄
を
介
し
て
益
田
家
へ
上
申
さ
れ
、
益
田
家

の
裁
量
に
よ
り
聴
許
す
る
か
否
か
が
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
聴
許
で

き
な
い
場
合
は
、
当
地
の
有
力
な
庄
屋
が
浜
方
と
の
折
衝
に
当
た
る
場
合
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
領
主
で
あ
る
益
田
家
は
浜
方
と
円
滑
な
問
題
解
決
を

図
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

そ
の
後
、
花
香
浜
の
年
貢
徴
収
は
万
延
元
年
か
ら
行
わ
れ
、
浜
方
は
石
貫

銀
、
普
請
銀
、
出
張
費
な
ど
の
諸
雑
費
を
七
月
と
一
二
月
の
二
回
に
分
け
て
益

田
家
へ
上
納
し
た
よ
う
で
あ
る
71

。
こ
の
う
ち
普
請
銀
は
、
花
香
浜
に
お
け
る

諸
施
設
の
修
繕
を
目
的
に
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
花
香
浜
と
し
て
毎
年
銀

一
貫
五
〇
〇
目
を
上
納
す
る
こ
と
が
安
政
七
年
三
月
に
益
田
家
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
72

、
各
浜
主
が
分
担
し
て
負
担
し
、
年
貢
と
共
に
益
田
家
へ
上
納
し

た
73

。
こ
の
よ
う
に
、
仮
石
盛
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
花
香
浜
に
お
け
る

各
浜
主
の
様
々
な
税
負
担
が
決
定
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
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前
掲
﹃
防
長
風
土
注
進
案
﹄
作
成
段
階
で
は
、
花
香
・
中
津
江
と
も
に
築
立

中
で
、
石
高
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
両
地
の
石
高
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
﹃
秋
穂
町
史
﹄
所
収
の
表
を
参
照
し
、
慶

応
三
年
と
明
治
三
年
の
数
値
を
用
い
て
作
成
し
た
。
前
者
は
表
中
の
﹁
蔵
入

三
七



地
合
計
﹂と﹁
撫
育
地
合
計（
中
津
江
）﹂部
分
が
、後
者
は
同
じ
く
表
中
の﹁
花

香
（
益
田
家
）﹂、﹁
中
津
江
（
日
野
・
玉
井
家
）﹂、﹁
給
領
地
合
計
﹂
部
分
が
、

そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
（
表
参
照
）。

９ 

後
述
の
﹁
花
香
浜
浦
方
参
り
懸
り
一
件
﹂
を
指
す
。

10 

山
口
県
文
書
館
蔵﹁
吉
敷
郡
小
郡
花
香
御
開
作
塩
浜
畠
御
石
盛
坪
付
帳
﹂（
山

内
家
文
書
（
秋
穂
町
）
二
四
五
）。

11 

前
掲
﹃
秋
穂
町
史
﹄
七
五
七
~
七
五
八
頁
。

12 

当
該
文
書
群
③
。

13 

当
該
文
書
群
⑭
。

14 

前
掲
﹃
秋
穂
町
史
﹄
七
五
〇
~
七
五
一
頁
。

15 

当
該
文
書
群
④

－

１
~
④

－

６
。

16 

防
府
市
教
育
委
員
会
﹃
防
府
市
史　

通
史
Ⅱ
近
世
﹄（
防
府
市
、
一
九
九
九
）

四
二
六
頁
。

17 

前
掲
﹃
防
府
市
史　

通
史
Ⅱ
近
世
﹄
四
二
六
頁
。

18 

日
本
専
売
公
社
﹃
日
本
塩
業
大
系　

近
世
（
稿
）﹄（
日
本
専
売
公
社
、
一

九
八
二
）
二
八
三
頁
。

19 

重
見
之
雄
﹃
瀬
戸
内
塩
田
の
経
済
地
理
学
的
研
究
﹄（
大
明
堂
、
一
九
八
四
）

二
二
九
~
二
三
〇
頁
。

20 

藤
田
家
に
つ
い
て
は
前
掲
﹃
秋
穂
町
史
﹄
一
一
八
九
~
一
一
九
二
頁
を
参
照
。

庄
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
同
書
七
五
六
~
七
五
七
頁
も
参
照
。

21 

④
－

１
~
④

－

６
。
内
④

－

２
~
④

－

６
が
各
浜
主
が
石
炭
の
使
用
量
を

安
右
衛
門
に
通
達
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

22 

前
掲
﹃
日
本
塩
業
大
系　

近
世
（
稿
）﹄
二
八
五
頁
。

23 

前
掲
﹃
日
本
塩
業
大
系　

近
世
（
稿
）﹄
二
八
五
頁
。

24 

前
掲
﹃
日
本
塩
業
大
系　

近
世
（
稿
）﹄
二
八
五
頁
。

25 

当
該
文
書
群
㉔

－

１
。

26 

当
該
文
書
群
㉔

－

６
、
㉔

－

７
、
㉔

－

８
。

27 

当
該
文
書
群
㉔

－

３
、
㉔

－

５
。
な
お
、
㉔

－

５
の
作
成
者
で
あ
る
津
国

屋
は
、
三
田
尻
鶴
浜
所
属
の
大
問
屋
（
北
国
問
屋
）
で
、
享
和
二
年
（
一
八

〇
二
）
以
降
、
ほ
か
五
軒
の
大
問
屋
と
と
も
に
、
株
銀
供
出
と
引
き
換
え
に

北
国
廻
船
と
の
独
占
的
な
取
引
が
認
可
さ
れ
て
い
た
（
そ
れ
以
外
の
﹁
小
問

屋
﹂
は
瀬
戸
内
・
九
州
と
取
引
）。
彼
ら
は
ま
た
、
大
会
所
で
寄
り
合
っ
て

塩
の
販
売
価
格
を
決
定
し
て
お
り
、
花
香
会
所
に
と
り
、
津
国
屋
の
よ
う
な

大
問
屋
と
の
連
絡
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
（
山
下
聡
一
﹁
一
九
世

紀
三
田
尻
六
ヶ
所
塩
田
に
つ
い
て
﹂、
大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
﹃
市
大

日
本
史
﹄
七
、
二
〇
〇
四
、
一
〇
一
~
一
〇
四
頁
）。

28 

当
該
文
書
群
⑥
、
㉔

－

２
、
㉔

－

４
。

29 

当
該
文
書
群
②
、
㉓

－

１
。

30 

﹁
花
香
浜
浦
方
参
り
懸
り
一
件
﹂。
後
述
。

31 
当
該
文
書
群
㉓

－

３
。

32 
﹁
船
た
で
﹂。
長
期
間
の
航
海
で
船
底
に
付
着
し
た
牡
蠣
な
ど
を
焼
き
除
く

こ
と
。

33 

塩
田
近
く
の
港
か
ら
、
沖
に
停
泊
す
る
北
国
船
に
塩
を
運
ぶ
小
船
。
北
国

船
は
大
船
で
、
水
深
の
浅
い
塩
田
近
く
ま
で
着
岸
で
き
な
か
っ
た
。

三
八



34 
以
上
、事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
前
掲
﹃
秋
穂
町
史
﹄
七
六
三
~
七
六
四
頁
、

田
中
穣
編
著
﹃
藤
田
滋
雄
家
古
文
書
集
﹄
二
〇
〇
三
、三
九
~
四
四
頁
、﹃
周

防
國
秋
穂
浦
文
書
﹄（
秋
穂
浦
文
書
研
究
会
編
、
秋
穂
町
、
二
〇
〇
四
）
四

六
四
頁
よ
り
。﹃
藤
田
滋
雄
家
古
文
書
集
﹄
は
、
花
香
浜
惣
代
で
あ
っ
た
中

屋
勝
五
郎
家
に
伝
わ
る
文
書
を
翻
刻
し
た
も
の
で
、﹃
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
﹄

は
、
秋
穂
浦
の
権
利
・
義
務
に
関
し
、
秋
穂
浦
年
寄
が
保
管
・
伝
承
し
て
き

た
史
料
で
あ
る
（
別
称
﹁
祇
園
社
文
書
﹂）。

35 

当
該
文
書
群
⑩
な
ど
。

36 

当
該
文
書
群
⑧
、
⑩
。

37 

前
掲
﹃
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
﹄。

38 

前
掲
﹃
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
﹄
四
五
五
~
四
五
六
頁
。

39 

当
該
文
書
群
㉓

－

４
、
㉓

－

６
な
ど
。

40 

当
該
文
書
群
①
。

41 

当
該
文
書
群
⑪
。

42 

当
該
文
書
群
⑤
。

43 

前
掲
﹃
藤
田
滋
雄
家
古
文
書
集
﹄
四
二
頁
。

44 

前
掲
﹃
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
﹄
四
五
三
頁
。

45 

柳
澤
京
子
﹁
浦
方
社
会
の
構
造
と
役
負
担

－

周
防
国
吉
敷
郡
秋
穂
浦
を
事

例
に

－
﹂（﹃
史
学
雑
誌
﹄
一
二
一
（
一
）、
二
〇
一
二
、
一
一
一
頁
）。

46 

前
掲
﹃
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
﹄
四
七
九
頁
。

47 

前
掲
﹃
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
﹄
四
五
三
頁
。

48 

前
掲
﹃
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
﹄
四
八
三
頁
。

49 

前
掲
﹃
藤
田
滋
雄
家
古
文
書
集
﹄
四
三
頁
。

50 

前
掲
﹃
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
﹄
四
七
〇
頁
。

51 

前
掲
﹃
藤
田
滋
雄
家
古
文
書
集
﹄
四
〇
頁
。
な
お
、
益
田
家
に
よ
る
領
地

経
営
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
重
田
麻
紀
﹁
毛
利
家
家
臣
に
よ
る
知
行
地
支
配

の
基
礎
的
考
察
:
永
代
家
老
益
田
家
を
例
と
し
て
﹂（﹃
駿
台
史
學
﹄
一
七
一
、

五
一
~
七
〇
頁
、
二
〇
二
一
）
を
参
照
の
こ
と
。

52 

前
掲
﹃
藤
田
滋
雄
家
古
文
書
集
﹄
四
三
頁
。

53 

前
掲
﹃
秋
穂
町
史
﹄
二
九
四
~
二
九
五
頁
。

54 

前
掲
﹃
秋
穂
町
史
﹄
七
五
九
頁
。

55 

山
口
県
文
書
館
蔵
（
土
山
家
一
〇
八
一
）。
土
山
家
文
書
の
内
、
秋
穂
浦
の

花
香
開
作
に
関
す
る
様
々
な
文
書
が
綴
ら
れ
た
も
の
。

56 

前
掲
﹃
秋
穂
町
史
﹄
七
五
七
頁
。

57 

当
該
文
書
群
⑰

－

１
。

58 

当
該
文
書
群
⑰

－

１
。

59 

当
該
文
書
群
⑰

－

１
。

60 

当
該
文
書
群
⑰

－

１
。

61 

前
掲
﹃
秋
穂
町
史
﹄
二
一
二
~
二
一
七
頁
。

62 
前
掲
﹁
須
佐
御
領
小
郡
御
才
判
秋
穂
花
香
御
開
作
万
控
﹂。

63 
当
該
文
書
群
㉖

－

２
。

64 

前
掲
﹁
須
佐
御
領
小
郡
御
才
判
秋
穂
花
香
御
開
作
万
控
﹂。

65 

前
掲
﹁
須
佐
御
領
小
郡
御
才
判
秋
穂
花
香
御
開
作
万
控
﹂。

66 

前
掲
﹃
秋
穂
町
史
﹄
七
五
九
頁
。

三
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67 
当
該
文
書
群
⑲
、
㉒
。

68 
前
掲
﹃
秋
穂
町
史
﹄
二
八
四
~
二
八
六
、
二
九
二
~
二
九
三
頁
。

69 

当
該
文
書
群
⑲
、
㉒
。

70 

当
該
文
書
群
⑲
。

71 

前
掲
﹃
藤
田
滋
雄
家
古
文
書
集
﹄
九
〇
~
九
一
頁
。

72 

当
該
文
書
群
㉒
。

73 

当
該
文
書
群
㉒
。

表　秋穂本郷村の統計（慶応3年・明治3年時）

項目 田数
（町）

田高
（石）

畠数
（町）

畠高
（石）

浜数
（町）

浜高
（石）

田・畠・
浜数合計

同石高
合計

慶応3年
の数値

蔵入地合計 200.6501 2944.204 94.3118 554.016 0 0 294.9619 3555.026
撫育地合計（中
津江） 0 0 0.922 3.982 0 0 0.9222 3.982

給領地

明治3年
の数値

花香（益田家） 0 0 0.316 18.7 1.43 427.2 1.754 445.9
中津江

（日野・玉井家） 0 0 0.277 23.7 1.42 420.3 1.708 444

給領地合計 0.727 1149.9 5.284 306.7 2.85 847.5 188.47 2307.4
本郷村合計 201.3771 4094.104 100.5178 864.698 2.85 847.5 484.3541 5866.408

出典）『秋穂町史』（秋穂町、1982）p.241，243

四
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年表①　「花香浜浦方参り懸り一件」　年表

年 月 日 出来事 出典
嘉永
元年

2 8 秋穂浦年寄・平原七左衛門が花香・中津江浜に対し入替砂の商取
引締結を提案

『藤田』40頁

－ － 2月8日の提案に対し、辰屋𠮷之助・丸屋佐兵衛を通し、長浜の半
額を支払う旨、回答

『藤田』40頁

－ － 益田家より山内昌平・後付利左衛門が花香浜に派遣。秋穂浦の提
案について浜方に指示

『藤田』40頁

3 23 秋穂浦が、屋戸村沖で船たでをしていた中津江側に中止を要請。
聞き入れない中津江側に対し、塩水をかけて強制的に終了させた

『秋穂浦』485頁

3 23 秋穂浦側が役所に蓼屋の万右衛門を呼びつけ、船たでの禁止を伝
える

「当該文書群」⑤・⑪

4 11 小郡勘場に花香・中津江・秋穂浦の関係者が呼び出され、浦方に
立銀を支払うよう指示が出る。しかし、額の多寡をめぐり折り合
わず

『藤田』41頁、『秋穂浦』
486頁

－ － 後付利左衛門が花香浜に来る。勘場の意向が伝わる。意向を知っ
た益田家は、勘場を難詰

『藤田』41頁

5 5 益田家の難詰を受けた勘場が、花香浜年寄の藤田庄左衛門を呼び
つけ、妥協を提案

『藤田』41頁

5 7 勘場の提案を受けた藤田庄左衛門が、益田家の意向を伺うため出
萩し、この日に着萩

「当該文書群」㉓－4、6、
『藤田』41頁

－ － 秋穂浦領屋戸村の百姓・庄蔵が、3月23日の船たで事件の際、浦
側に加勢して塩水をかけたとの理由で、中津江側から出入禁止を
言い渡される

『藤田』41頁、『秋穂浦』
492頁等

5 8 庄蔵を出入禁止にしたため、浦方から浜方への塩業従事者（寄せ、
日雇等）派遣が停止

「当該文書群」㉓－4、6、
『藤田』41頁

5 15 藤田庄左衛門が萩から帰り、塩業従事者派遣停止について、花香
浜内で対策を会議。応急処置として、浦方への「肴代」支払い案
が上がるも、浜方の「知恥」になるとして却下

「当該文書群」㉖－4、『秋
穂浦』490～491頁

5 17 藤田庄左衛門と山根善蔵（中津江浜年寄）が山内六左衛門（もと
本郷庄屋）へ、浜方が、これまで通り浦方の援助を得て、上荷船
を利用できるよう、金銭面の交渉

『藤田』42頁、『秋穂浦』
487頁

5 18 藤田・山根からの要請を受けた山内家では、休兵衛（本郷庄屋・
花香塩田給庄屋）が平原七左衛門に打診

『藤田』42頁、『秋穂浦』
488～489頁

6 8 翌日、出萩する藤田庄左衛門に対し、山根善蔵が「両浜同様」に
取り計らってもらうよう依頼

「当該文書群」㉓－10

6 16 本間次郎兵衛（庄屋）から山内幾太郎に対し、秋穂浦が、これま
で通り塩業従事者を提供すると連絡

「当該文書群」⑧、㉖－9

6 18 村岡新右衛門と福井敬策（不詳）が、花香・中津江浜年寄へ、塩
業従事者の提供可否は浦役所の判断次第であると連絡

「当該文書群」㉓－9

6 25 花香浜会所人から山内六左衛門に対し、翌26日上荷船を使用する
にあたり、浦方に支障が無いかと問う。山内は、浦方へは申し出
ようとせず、「乗ってみれば良い」と指示

「当該文書群」⑧

6 26 花香浜が上荷船を利用し、北国船に塩を積む。発見した浦方が、
役所で乗組員を詰問

「当該文書群」⑧、『藤田』
42頁、『 秋 穂 浦 』458、
489頁

6 28 藤田庄左衛門が柴田十郎左衛門（益田家家臣。所帯方役）に対し、
6月26日の一件を報告

「当該文書群」⑧

－ － 益田家から山内昌平、有吉直八が花香浜に来る。6月26日の一件
を報告するも、沙汰なし

『藤田』42頁

－ － 勘場手子衆・儀平治から浜方一名（年寄か）が呼び出しを受ける『藤田』42頁

四
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年 月 日 出来事 出典
7 4 山内幾太郎から平原七左衛門へ、中津江浜からの質疑（立銀を出

せば、上荷船に乗れないか）を問う
『秋穂浦』494頁

7 4 平原七左衛門から山内幾太郎に、4日の件を返答。浦方地下によ
ると、中津江浜の提案は受け入れられないとのこと。ただし、一
通り落着すれば相談すると返答

『秋穂浦』494頁

7 5 藤田庄左衛門が柴田十郎左衛門に現状を報告し、益田家の沙汰を
要請

「当該文書群」⑧

7 9 石津勘九郎が藤田庄左衛門へ、花香塩田の船たで、上荷など諸案
件の行方を質疑

「当該文書群」㉓－7

7 12 山根善蔵から山内幾太郎に、4日の件につき、重ねて浦方の意図
を問うように要請（以後、浦方は返答しなかったという）

『秋穂浦』494頁

7 13 本間治郎兵衛から山内幾太郎を介し、藤田庄左衛門と山根善蔵に、
来る17日早朝、萩藩算用方（福田半六）が詮議のため秋穂に来て、
宿泊する旨を連絡

「当該文書群」㉓－8

7 17 算用方の福田半六が来る。色々と申し聞かせるも、一向に折り合
わず

『藤田』42頁

7 23 花香浜より、算用方へ所見を答申 「当該文書群」⑨、⑩、⑫、
㉖－6～8、『秋穂浦』492
～493頁

7 － 中津江浜、秋穂浦も、算用方へ所見を答申カ 『秋穂浦』456～460、490
～492頁

8 26 小郡宰判代官（祖式半左衛門）や算用方の福田らが小郡宰判勘場
に出張

『藤田』42頁

8 27 勘場から花香浜・中津江浜・秋穂浦に対し、「御諭シ書」を交付
して和談を促すも、効果なし

『藤田』42頁、『秋穂浦』
478～479頁

8 － 花香浜が心得筋を申告（勘場宛か） 「当該文書群」㉖－5
9 3 花香の藤田庄左衛門と中屋勝五郎、中津江の山根善蔵と亀屋七兵

衛以外は代官の決済を承認。花香は、船たで場の場所をめぐり折
り合わず

「当該文書群」㉖－3、『藤
田』42頁

9 5 勘場手子衆1名および秋本源左衛門の懇願により、浜方も妥協。
小郡勘場で契約書を作成

『藤田』43頁

－ － 契約書に対し、益田家が折り合わず 『藤田』43頁
11 30 契約書訂正につき、浦方を説得するために代官・算用方が秋穂浦

へ向かう
『藤田』43頁、『秋穂浦』
477頁

嘉永
2年

4 6 山内幾太郎邸において、契約書が交付される（花香浜については、
益田家屋敷に交付）

「当該文書群」⑬、『藤田』
43頁

出典凡例）・「当該文書群」＝「小郡宰判秋穂塩田会所文書」（番号は史料番号）
　　　　　・『藤田』＝『藤田滋雄家古文書集』
　　　　　・『秋穂浦』＝『周防國秋穂浦文書』
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年表②　花香浜築立から年貢徴収に至るまで

年 月 日 出来事 出典
天保
3年

－ － 築立開始 『秋穂町史』756～757頁

－ － － 築立中止 『秋穂町史』757頁
天保
6年

8 8 塩留め、開立に着手 『秋穂町史』757頁

安政
5年

－ － 当年を以て鍬下年限が終了するとして、年内に仮石盛を行い、翌
年（安政6年）から年貢徴収を開始することを益田家が浜方へ下
知

「当該文書群」⑰－1

11 － 上記の益田家の下知に対し、浜方は、鍬下年限は証文に記載のあ
る25年間（天保3年から安政3年まで）に、浜方が自力で石腰や石
垣を組み整えた3年間（安政4年から安政6年まで）を加えた計28
年間であると主張し、安政6年分の年貢を宥免してもらえるよう
庄屋山内休兵衛を介して益田家所帯方柴田十郎左衛門へ嘆願

「当該文書群」⑰－1

安政
6年

－ － 益田家は上記の浜方の嘆願を不可とし、当年に石盛を行うことを
浜方へ下知する。しかしながら浜方の嘆願もやむを得ないもので
あるとして、当問題の処置は山内道祖松へ一任することを浜方へ
下知

「当該文書群」⑰－1（刎
紙）

2 － 道祖松は浜年寄藤田庄左衛門と共に銀一貫五百目を益田家へ上納
することで、安政6年分の年貢を宥免してもらえるよう、連名で
柴田十郎左衛門へ願い出る

「当該文書群」㉖－2

－ － 益田家、上記の願い出を聴許。仮石盛は当年12月へ延期となる 「万控」
12 7 仮石盛開始 「万控」
12 15 仮石盛終了 「万控」

安政
7年

3 － 浜方は毎年銀一貫五百目を普請銀として益田家へ上納することと
なる

「当該文書群」㉒

万延
元年

4 － 浜方では、仮石盛が高かったため、石貫銀の他に諸掛物を納める
金銭的余裕がなかった。よって、将来的に花香浜の石高が益田家
の知行地へ加給された場合には、本来浜方の負担となる諸掛物を
益田家が引き受けて納めることを、浜惣代中屋勝五郎・徳重屋長
次郎が山内休兵衛・藤田庄左衛門を介して柴田十郎左衛門へ願い
出る

「当該文書群」⑲・㉒

－ － 益田家は上記の願い出を聴許する 「当該文書群」⑲（刎紙）
7 － 年貢上納（夏納銀） 『藤田』89頁
12 － 年貢上納（秋納銀） 『藤田』90頁

出典凡例）・「当該文書群」＝「小郡宰判秋穂塩田会所文書」（番号は史料番号）
　　　　　・「万控」＝「須佐御領小郡御才判秋穂花香御開作万控」
　　　　　・『藤田』＝『藤田滋雄家古文書集』
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史料
番号 史料名 作成者 宛先 年月日 形状 員数 法量

縦×横㎜ 備考

① 覚（たで草株壱ヶ
所免状） 渡邊権左衛門 萬右衛門殿 天保9戌年

－月－日 一紙 1 244×398

②

〔山内六左衛門達
書〕（徳重屋長次郎
抱濱、花香開作所
七番濱並に九番濱
につき）

庄屋　山内六左衛門 會所人　喜兵衛殿 辰年
3月29日 一紙 1 150×600

③
御願申上候叓（石
崎濱開立及び日雇
留置につき）

惣濱中 御年寄　藤田庄左衛門殿
御庄屋　山内六左衛門殿

弘化2巳年
8月－日 一紙 1 244×860 返答の刎紙あり。

④－1 覚（石炭買入分通達につき） 庄屋　山内幾太郎 會所人　安右衛門殿 －年
9月10日 一紙 1 170×500

④－1～④－6は一括して透明
の袋に入っていた。
石炭使用量通達について会所
から卯辰屋等四名への廻状の
貼紙あり。

④－2
覚（石炭買入分通
達につき　徳重屋
長次郎）

徳重屋長次郎 會所様 弘化4未年
9月11日 一紙 1 160×255 ④－1～④－6は一括して透明

の袋に入っていた。

④－3 覚（石炭買入分通達につき　中屋濱） 中屋濱 會処様 未年
9月10日 一紙 1 120×178 ④－1～④－6は一括して透明

の袋に入っていた。

④－4

覺（石炭買入分並
に釜焚き日数・釜
数通達につき　関
屋隆蔵）

関屋隆蔵 會所様 弘化4未年
9月10日 一紙 1 120×390 ④－1～④－6は一括して透明

の袋に入っていた。

④－5
覚（石炭買入分通
達につき　辰屋𠮷
之介）

辰屋𠮷之介 會所様 弘化4未年
9月10日 一紙 1 155×415

④－1～④－6は一括して透明
の袋に入っていた。
卯辰屋𠮷之介方で使用した石
炭量を會所へ通達する貼紙あ
り。

④－6 覚（石炭買入分通達につき　松屋濱） 松屋濱 會所様 未年
9月10日 一紙 1 160×280 ④－1～④－6は一括して透明

の袋に入っていた。

⑤
御願申上候事（蓼
屋萬右衛門につき
他）

－ － －年
－月－日 冊子 1 247×170

萬右衛門が船蓼の継続許可を
求めた願書等が綴じられてい
る。

⑥ 〔中津江會所書状〕
（小売塩につき） 中津江會所 花香御會所様 申年

4月18日 一紙 1 137×538 「花香會所様　中津江會所　要用急用」の端裏書あり。

⑦－1

〔和泉屋仁兵衛・田
中百合蔵届書（控）〕
（小郡御才判御撫育
方青江御開作船爛
場につき）

濱年寄　和泉屋仁兵衛
庄屋　田中百合蔵 大庄や　本間治郎兵衛殿 嘉永元申年

5月－日 一紙 1 250×345 ⑦－1・⑦－2は一括して透明
の袋に入っていた。

⑦－2

〔遠波濱年寄・庄屋
届書（控）〕（小郡
御才判御撫育方遠
波濱船爛場につき）

遠波濱年寄
庄や － 弘化5申年

5月－日 一紙 1 250×345 ⑦－1・⑦－2は一括して透明
の袋に入っていた。

⑧
嘉永元申六月　花
香濱浦方参リ懸リ
一件

－ － 嘉永元申年
6月－日 冊子 1 247×170

表に「嘉永元申歳　浦方懸り
合一件之節願書控入□□」と
書かれ、裏に印の押された封
筒あり。

⑨
御答申上候叓（花
香濱浦方参り懸り
一件につき　控）

濱惣代　勝五郎
〃　　　長治郎
〃　　　長治郎

御庄屋　山内六左衛門殿
御年寄　藤田庄左衛門殿

嘉永元申年
7月－日 一紙 1 248×1545

⑩
御願申上候叓（花
香濱浦方参り懸り
一件につき）

濱惣代　勝五郎
同　　　長治郎
同　　　長治郎

御年寄　藤田庄左衛門殿 嘉永元申年
7月－日 一紙 1 241×1627 返答の刎紙あり。

⑪
申上候事　蓼屋萬
右衛門申（萬右衛
門船蓼差留につき）

－ － －年
－月－日 冊子 1 249×172

もと、⑪・⑫・㉗は一括して
透明の袋に入っていた。⑪・
⑫は、1枚の薄葉紙に一括し
てまとめられていた。

⑫
御答申上候叓（花
香濱浦方参り懸り
一件につき）

花香濱人中 御庄屋　山内六左衛門殿
御年寄　藤田庄左衛門殿

嘉永元申年
7月－日 一紙 1 243×1729

もと、⑪・⑫・㉗は一括して
透明の袋に入っていた。⑪・
⑫は、1枚の薄葉紙に一括し
てまとめられていた。

⑬
〆り書（花香濱浦
方参り懸り一件に
つき）

浦年寄　上村善左衛門
地下総代　佐兵衛　　

　　勝蔵
　　　　勘左衛門
　　長七

　　　　　五郎左衛門
　　　百合枩

花香濱御年寄　藤田正左
衛門殿

嘉永2酉年
閏4月－日 一紙 1 572×254

四
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史料
番号 史料名 作成者 宛先 年月日 形状 員数 法量

縦×横㎜ 備考

⑭
御届申出候叓（石
崎濱を三巻新蔵へ
預ける事につき）

土山家　久七
証人　米家　長治郎 御年寄　藤田庄左衛門殿 嘉永4亥年

12月－日 一紙 1 246×278
表に「上　嘉永四亥ノ年ゟ預
方　土山屋届出」と書かれた
包紙あり。

⑮ 〔惣濱人中願書〕（濱
方抜出一件につき） 惣濱人中

御年寄　藤田庄左衛門殿
同　　山根善蔵殿　　　
同　　小墅藤兵衛殿　　
御庄屋　山内六兵衛殿

嘉永4亥年
7月－日 一紙 1 1006×160

⑯－1

〔平原七左衛門書
状〕（花香濱中杖濱
入替立銀・上荷立
銀につき）

平原七左衛門 山内六郎左衛門様 －年
11月16日 一紙 1 630×139

⑯－1・⑯－2は一括して透明
の袋に入っていた。
藤田庄左衛門・山根孫三宛山
内六郎左衛門・同六左衛門書
状の貼紙あり。
表に「藤田庄左衛門様　山根
善蔵　大急用事」、裏の上下
に「封」と書かれた包紙あり。

⑯－2 〔山根書状〕（入替立銭につき） 山根 藤田様 申年
5月17日 一紙 1 140×215

⑯－1・⑯－2は一括して透明
の袋に入っていた。
表に「藤田庄左衛門様　山根
善蔵　大急用事」、裏の上下
に「封」と書かれた包紙あり。

⑰－1
御歎申上候叓（花
香開作鍬下年限及
び石盛につき）

濱人中 御庄屋　山内休兵衛殿 安政5午年
11月－日 一紙 1 257×704

⑰－1～⑰－3は一括して透明
の袋に入っていた。
返答の刎紙あり。

⑰－2
〔山内幾太郎送状〕
（濱方よりの願書返
答につき他）

山内幾太郎 藤田正左衛門様 －年
9月22日 一紙 1 161×311

⑰－1～⑰－3は一括して透明
の袋に入っていた。
内容的に史料番号②・③の関
係文書か。

⑰－3 〔封筒の一部か〕 － － －年
－月－日

封筒
か 1 29×58

⑰－1～⑰－3は一括して透明
の袋に入っていた。
印あり。

⑱ 〔山内昌平書状〕（入
川普請につき） 山内昌平 藤田正左衛門様 －年

6月18日 一紙 1 173×610
表に「御用　藤田庄正左衛門
様　山内昌平　急キ」、裏に
「封」と書かれた包紙あり。

⑲
御願申上候事（花
香開作石盛高石に
つき）

濱惣代　中屋勝五郎
同　　徳重屋長次郎

御庄屋　山内休兵衛殿
御年寄　藤田庄左衛門殿

万延元申年
4月－日 一紙 1 250×535 返答の刎紙あり。

⑳
覚（小郡花香開作
塩濱樋蓋其外定普
請につき）

御所帯方 － 安政7申年
3月－日 一紙 1 255×650

㉑－1 覚（石崎濱取替銀一件につき　下書）
濱惣代　辰屋長次郎
年寄　藤田庄左衛門 柴田十郎右衛門様 安政7申年

3月29日 一紙 1 253×340

㉑－1～㉒－2は一括して透明
の袋に入っ
ていた。
端裏書に「下書」とある。

㉑－2
〔辰屋長次郎・藤田
庄左衛門願書　下
書〕（石盛につき）

濱惣代　辰屋長次郎
年寄　藤田庄左衛門 柴田十郎右衛門様 安政7申年

3月－日 一紙 1 256×280
㉑－1～㉒－2は一括して透明
の袋に入っていた。
端裏書に「下書」とある。

㉒－1
御願申上候叓　ひ
かへ（花香開作石
盛高石につき）

濱惣代　中屋勝五郎
同　　徳重屋長次郎

御庄屋　山内休兵衛殿
御年寄　藤田庄左衛門殿

万延元申年
4月－日 一紙 1 257×400

㉑－1～㉒－2は一括して透明
の袋に入っ
ていた。

㉒－2 〔紙縒り〕 － － － － 1 －
㉑－1～㉒－2は一括して透明
の袋に入っ
ていた。

㉓－1
〔土山久七書状〕（石
崎濱地養子の相談
につき）

土山久七 藤田仁右衛門様
御會所　喜兵衛様

－年
8月19日 一紙 1 160×720

㉓－1～㉓－12は一括して透
明の袋に入っていた。
表に「秋穂花香御開作　藤田
仁右衛門様　御会所　喜兵衛
様　土山久七」、裏に「封　
まいる佐々並」と書かれた包
紙あり。

㉓－2
〔田村寛治書状〕（御
細書の趣委曲承知
につき返書）

田村寛治 山内六左衛門殿
藤田昌左衛門殿

－年
3月朔日 一紙 1 169×293

㉓－1～㉓－12は一括して透
明の袋に入っていた。
表に「山内六左衛門殿　藤田
昌左衛門殿　田村寛治」、裏
に「封」と書かれた包紙あり。

㉓－3

心得筋申上候叓（入
川築〆り、石柄捨
場、船爛方浦方留、
海上の儀につき御
屋敷へ提出の控）

花香濱會所 － 嘉永元申年
5月20日 一紙 1 245×285

㉓－1～㉓－12は一括して透
明の袋に
入っていた。

四
五



史料
番号 史料名 作成者 宛先 年月日 形状 員数 法量

縦×横㎜ 備考

㉓－4

〔辰屋吉九郎書状〕
（寄せ日雇派遣停
止、花香濱浦方参
り懸り一件につき）

辰屋吉九郎 藤田正左衛門様 －年
5月8日 一紙 1 142×500

㉓－1～㉓－12は一括して透
明の袋に
入っていた。

㉓－5
〔石津勘九郎書状〕
（御肴料受領につき
礼状）

石津勘九郎 藤田庄左衛門様 －年
－月12日 一紙 1 150×445

㉓－1～㉓－12は一括して透
明の袋に
入っていた。

㉓－6

〔山内六左衛門書
状〕（寄せ日雇派遣
停止、花香濱浦方
参り懸り一件につ
き）

山内六左衛門 藤田庄左衛門様 －年
5月8日 一紙 1 150×550

㉓－1～㉓－12は一括して透
明の袋に入っていた。
表に「藤田庄左衛門様　山内
六左衛門　御急き」、裏に「封」
と書かれた包紙あり。

㉓－7

〔石津勘九郎書状〕
（花香開作船爛一件
並に上荷一件につ
き伺い）

石津勘九郎 藤田正左衛門様 －年
7月9日 一紙 1 170×245 ㉓－1～㉓－12は一括して透

明の袋に入っていた。

㉓－8
〔本間治郎兵衛書
状〕（算用方山口出
張につき）

本間治郎兵衛 山内幾太郎殿 －年
7月13日 一紙 1 150×358

㉓－1～㉓－12は一括して透
明の袋に入っていた。
山内幾太郎により奥書が書か
れ、藤田庄左衛門・山根善蔵
宛書状として出された。

㉓－9

〔村岡新右衛門・福
井敬策書状〕（寄せ
日雇い派遣、花香
濱浦方参り懸り一
件につき）

村岡新右衛門
福井敬策 両濱御年寄様 －年

6月18日 一紙 1 172×480 ㉓－1～㉓－12は一括して透
明の袋に入っていた。

㉓－10
〔山根善蔵書状〕（花
香濱浦方参り懸り
一件につき）

山根善蔵 藤田庄左衛門様 －年
6月8日 一紙 1 150×400 ㉓－1～㉓－12は一括して透

明の袋に入っていた。

㉓－11〔土山久七書状〕（入川悪水除けにつき） 土山久七 藤田庄左衛門様 －年
4月27日 一紙 1 138×604 ㉓－1～㉓－12は一括して透

明の袋に入っていた。

㉓－12〔紙縒り〕 － － － － 1 － ㉓－1～㉓－12は一括して透
明の袋に入っていた。

㉔－1 〔三田尻濱大會所書状〕（塩値段につき） 三田尻濱大會所 花香濱會所様 －年
7月22日 一紙 1 148×383

㉔－1～㉔～9は一括して透明
の袋に入っていた。
表に「花香濱会所様　三田尻
濱大会所」と書かれ、裏に印
が押された包紙あり。

㉔－2 〔中津江會所書状〕（塩相場につき） 中津江會所 花香御會所様 未年
4月4日 一紙 1 315×245

㉔－1～㉔～9は一括して透明
の袋に入っていた。
表に「花か会処様　中津江会
所　要用急キ」と書かれた包
紙あり。

㉔－3 覚（塩相場につき） 大濱会所 長濱會處様 －年
7月晦日 一紙 1 152×296

㉔－1～㉔～9は一括して透明
の袋に入っていた。
書面右隅に「防州　大濱会所
　三田尻」の囲い文字列あり。

㉔－4 〔中津へ會所書状〕（塩相場につき） 中津へ會所 － －年
8月3日 一紙 1 159×340

㉔－1～㉔～9は一括して透明
の袋に入っ
ていた。

㉔－5 覚（塩相場につき） 津国本店長三郎 長濱□様 －年
8月3日 一紙 1 158×540

㉔－1～㉔～9は一括して透明
の袋に入っ
ていた。

㉔－6 覺（塩商い通達につき） 大會所 花香濱会所様 －年
8月4日 一紙 1 150×187

㉔－1～㉔～9は一括して透明
の袋に入っ
ていた。

㉔－7 覺（塩相場変動につき） 大会所 花香濱会所様 －年
8月朔日 一紙 1 150×265

㉔－1～㉔～9は一括して透明
の袋に入っ
ていた。

㉔－8 〔三田尻大会所書状〕（塩商いにつき） 三田尻大会所 花香濱会所様 －年
7月26日 一紙 1 150×400

㉔－1～㉔～9は一括して透明
の袋に入っ
ていた。

㉔－9 〔包紙か〕 － － － 包紙
か 1 245×333

㉔－1～㉔～9は一括して透明
の袋に入っていた。
同面に「三田尻大會所様所　
尊下　花香濱會」「花香濱會
所様　三田尻大会所」と書か
れている。

四
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史料
番号 史料名 作成者 宛先 年月日 形状 員数 法量

縦×横㎜ 備考

㉕ 〔公儀触書　写〕 － － － 冊子 1 245×173

㉖－1
御内話（花香濱浦
方参り懸り一件に
つき）

－ － － 一紙 1 145×1165 ㉖－1～㉖－10は一括して透明の袋に入っていた。後欠。

㉖－2
御伺申上候叓（花
香濱開作鍬下年限
及び石盛につき）

年寄　藤田庄左衛門
山内道祖枩 柴田十郎左衛門殿 安政6未年

2月－日 一紙 1 248×340 ㉖－1～㉖－10は一括して透
明の袋に入っていた。

㉖－3
〔覚書〕（花香濱客
船船爛場へ向かう
件につき）

－ － －年
9月3日 一紙 1 245×270 ㉖－1～㉖－10は一括して透

明の袋に入っていた。

㉖－4 〔覚書〕(花香濱参
り懸り一件につき） － － －年

－月－日 一紙 1 247×340 ㉖－1～㉖－10は一括して透
明の袋に入っていた。

㉖－5
心得筋申上候叓（花
香濱浦方参り懸り
一件につき）

花香濱 － 申年
8月－日 一紙 1 245×340 ㉖－1～㉖－10は一括して透

明の袋に入っていた。

㉖－6
御答申上候叓（花
香濱浦方参り懸り
一件につき）

花香濱人中 御庄屋　山内六左衛門殿
御年寄　藤田庄左衛門殿

嘉永元申年
7月－日 一紙 1 252×618 ㉖－1～㉖－10は一括して透

明の袋に入っていた。

㉖－7
御答申上候叓（花
香濱浦方参り懸り
一件につき）

－ － －年
－月－日 一紙 1 246×1525 ㉖－1～㉖－10は一括して透明の袋に入っていた。後欠。

㉖－8
〔御答申上候叓　下
書〕（花香濱浦方参
り懸り一件につき）

－ － －年
－月－日 一紙 1 151×352 ㉖－1～㉖－10は一括して透

明の袋に入っていた。前欠。

㉖－9
〔本間次郎兵衛書
状〕（花香濱浦方参
り懸り一件につき）

本間次郎兵衛 山内幾太郎様 －年
6月16日 一紙 1 150×138 ㉖－1～㉖－10は一括して透

明の袋に入っていた。

㉖－10〔花香濱絵図〕 － － 安政7申年
－月－日 一紙 1 240×335

㉖－1～㉖－10は一括して透
明の袋に入っていた。「安政
七申ノ年御屋敷様ヨリ御普請
方締り書御書下壱通、当御開
作御内所務ニ被仰付候様願出
御刎紙附壱通、花香濱會所」
と書かれた封筒あり。

㉗ 〔封筒〕 － － －年
－月－日 封筒 1 356×118

表に「御屋鋪御用状入」と書
かれた楮紙が貼られており、
裏に「山口県吉敷郡秋穂町　
秋穂塩業組合　事務所（秋穂
局）一番・一六番・一五六番（夜
間専用一六番）　〃支所（〃）
｛七番秋穂町青江　二七番〃
花香　五一番〃長浜　七一番
〃南前　工場（秋穂局）一五
三番山口市大字秋穂二浦」と
印刷がある。
もと、⑪・⑫・㉗は一括して
透明の袋に入っていた。⑪・
⑫は、1枚の薄葉紙に一括し
てまとめられていた。

四
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︻
史
料
編
︼

　

本
稿
で
は
、
当
該
文
書
群
の
な
か
か
ら
二
点
の
史
料
の
翻
刻
を
選
択
・
収
録

し
た
い
。

　

一
点
目
は
、
史
料
番
号
⑤
﹁
御
願
申
上
候
事
（
蓼
屋
萬
右
衛
門
に
つ
き
他
）﹂

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
稿
第
三
章
で
も
取
り
上
げ
た
、
浦
方
の
百
姓
と
し
て
、

浜
方
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
蓼
屋
万
右
衛
門
の
嘆
願
書（
弘
化
三
年
作
成
分
）

の
控
を
、帳
面
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
事
件
の
概
要
は
、﹃
秋
穂
町
史
﹄

で
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
蓼
屋
の
名
も
登
場
は
す
る
１

も
の
の
、
本
稿
で
指
摘
し

た
蓼
屋
の
性
格
や
役
割
に
つ
い
て
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
当
該
事

件
に
お
け
る
蓼
屋
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
身
分
と
役
割
の
関
係
を
考
察
す
る

う
え
で
興
味
深
い
事
例
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は

史
料
番
号
⑤
を
収
録
し
た
。

　

二
点
目
は
、史
料
番
号
⑧
﹁
嘉
永
元
申
六
月　

花
香
濱
浦
方
参
り
懸
り
一
件
﹂

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
く
花
香
濱
浦
方
参
り
懸
り
一
件
に
つ
い
て
、
嘉
永
元

年
六
~
七
月
に
作
成
さ
れ
た
書
類
の
控
を
、
帳
面
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

当
該
期
は
、
浦
方
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
上
荷
船
の
利
用
を
め
ぐ
り
、
浦
方
と
浜

方
の
あ
い
だ
で
事
態
が
紛
糾
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
２

。
そ
の
た
め
、
本
史
料

の
内
容
も
上
荷
船
を
め
ぐ
る
紛
糾
に
つ
い
て
、浜
方
の
主
張
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
紛
糾
に
つ
い
て
も
﹃
秋
穂
町
史
﹄
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
一
件
の
全

体
像
を
理
解
し
、
か
つ
浜
方
の
主
張
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
重
要
な
情
報
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
史
料
番
号
⑥
も
収
録
し
た
。

　

な
お
、
花
香
濱
浦
方
参
り
懸
り
一
件
を
含
め
た
浜
方
や
浦
方
の
状
況
は
、
通

史
と
し
て﹃
秋
穂
町
史
﹄、ま
た
史
料
集
と
し
て﹃
藤
田
滋
雄
家
古
文
書
集
﹄、﹃
周

防
國
秋
穂
浦
文
書
﹄
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
さ

ら
に
検
討
さ
れ
た
い
方
は
、
こ
れ
ら
も
必
読
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
関
係
文

献
が
刊
行
さ
れ
る
な
か
、
当
該
文
書
群
は
諸
書
の
記
述
を
補
い
、
当
時
の
実
態

を
解
明
す
る
う
え
で
不
可
欠
か
つ
有
意
義
で
あ
る
。
当
該
文
書
群
が
広
く
周
知

さ
れ
、
多
く
の
方
々
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
近
世
瀬
戸
内
の
浜
方
の
実
態
と
、

そ
の
歴
史
的
意
義
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

︻
凡
例
︼

 

（
一
） 

史
料
の
翻
刻
・
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
、
い
ず
れ
も
原
本
の
形
式

を
残
す
よ
う
に
努
め
た
。
し
か
し
、
読
者
の
便
を
図
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
操
作
を
施
し
た
。

 

（
二
） 

漢
字
は
原
則
と
し
て
原
本
に
忠
実
に
再
現
し
た
。
し
か
し
、
一
部
の
異

体
字
（﹁
所
﹂
な
ど
）
で
、
表
示
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
当
用
漢
字

を
使
用
し
た
。

 

（
三
） 

変
体
仮
名
は
原
則
と
し
て
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
助
詞
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る﹁
而
﹂（
て
）や﹁
江
﹂（
え
）は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

 
（
四
） 

原
本
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
ル
ビ
に
よ

り
注
記
し
た
。

 

（
五
）
句
読
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
翻
刻
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
六
）
判
読
不
能
文
字
は
□
、
虫
損
箇
所
は
■
で
表
記
し
た
。

四
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⑤
嘉
永
元
年
三
月
「
御
願
申
上
候
事
」
一
冊

　
　
　

御
願
申
上
候
事

　

 

私
事　

　

 

當
花
香
御
開
作
御
築
立
之
節
、
昼
夜
心
配
仕
、　

御
用
端
奉
遂
其
節
被
為
對

勤
功
、
鍬
下
年
限
中
渡
邊
様
ゟ
蓼
屋
株
私
江
被
仰
付
、
難
有
御
請
申
上
、
御

書
等
頂
戴
仕
、
是
迠
濱
方
差
湊
無
之
様
地
他
國
舩
共
ニ
蓼
来
候
ヘ
共
、
一
向

故
障
無
御
座
候
所
、
當
春
以
来
、
浦
御
役
所
ゟ
舩
蓼
候
叓
不
相
成
様
ニ
申
来

候
ヘ
共

　

 　

御
開
作
御
築
立
以
来
蓼
来
候
叓
故
、都
合
格
別
之
儀
も
有
之
間
敷
と
相
考
、

矢
張
行
形
之
通
蓼
居
候
所
、
過
ル
廿
三
日
之
夜
、
浦
御
役
所
江
私
被
召
出
、

蓼
舩
之
儀
者
堅
不
相
成
と
被
申
渡
、
は礑

与
た
と
當
惑
仕
候
、
私
叓
兼
而
難
渋
者

ニ
付
、
土
蓼
株
を
以
渇
々
家
内
相
育
居
候
故
、
年
々
下
々
困
窮
此
時
ニ
奉
存

候
、
其
上
於
濱
方
茂
、
蓼
舩
不
相
成
候
ヘ
ハ
、
他
国
之
入
舩
無
之
、
眼
前
之

差
閊
不
大
形
叓
ニ
御
座
候

　

 　

此
段
被
聞
召
上　

御
上
格
別
之
御
憐
愍
を
以
、
是
迠
行
形
之
通
、
蓼
舩
相

成
候
様
、
宜
被
成
御
沙
汰
可
被
下
候
、
以
上

　
　

弘
化
五
年　

申
三
月　
　
　
　

蓼
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萬
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

御
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
六
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
庄
左
衛
門
殿

右
前
書
之
通
、
御
願
出下

上申
候
間
、
宜
敷
様
被
成
御
沙
汰
可
被
遣
候
、
奉
願
上
候
、

以
上

　

同
日　

柴
田
十
郎
左
衛
門
殿　

─
─
─
─
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─

　
　
　

御
願
申
上
候
叓

一 

今
般
蓼
屋
萬
右
衛
門
ゟ
別
帋
御
願
申
出
候
通
、
當
花
香
御
開
作
蓼
場
江
浦
方

御
役
所
ゟ
蓼
舩
不
相
成
段
、
急
度
差
留
来
候
所
、
右
蓼
舩
不
相
成
候
ヘ
ハ
、

他
国
之
塩
買
舩
難
入
込
、
自
然
塩
賣
捌
不
相
成
、
濱
方
者
誠
ニ
難
渋
今
日
ニ

相
逗
リ
申
候
、
従
素
脇
々
ニ
右
躰
之
例
も
無
之
叓
ニ
候
間
、
何
卒
御
上
之
御

憐
愍
を
以
、
萬
右
衛
門
ゟ
御
願
申
上
候
通
、
早
速
被
遂
御
詮
義
、
行
形
之
通

宜
敷
様
被
成
御
沙
汰
可
被
下
候

一 

浦
方
御
役
所
ゟ
入
替
立
銭
と
乄
、
當
花
香
濱
ゟ
助
銭
出
附
致
呉
候
様
申
来
候

由
ニ
御
座
候
所
、
出
附
仕
候
而
ハ
當　

御
開
作
ゟ
悪
例
を
始
候
道
理
、
其
上

追
々
濱
方
難
渋
ニ
茂
立
至
候
段
、
此
内
御
役
人
様
御
出
張
之
節
、
委
細
申
上

置
候
而
何
卒

　
 

御
上
之
御
仁
威
を
以
、
早
々
被
遂
御
詮
義
、
濱
方
之
難
渋
ニ
立
行
不
申
様
偏

ニ
奉
願
上
候
、
尤
御
開
作
沖
干
潟
之
地
ニ
而
、
入
替
砂
惣
土
手
入
用
之
節
積

江
相
成
候
様
、
此
段
宜
敷
被
成
御
沙
汰
可
被
下
候

一 

此
内
御
役
人
様
江
申
上
置
候
処
、
塩
替
米
之
儀
者
違
論
無
之
様
偏
ニ
奉
願
上

候
一 

當
御
開
作
鎮
守
社
、
先
達
而
取
除
之
御
沙
汰
ニ
付
被
相
除
、
其
後
濱
鎮
守
無

四
九



御
座
候
所
、
塩
濱
者
孰
れ
茂
元
海
中
之
地
ニ
而
御
座
候
故
、
鎮
守
無
之
乄
ハ

不
相
済
と
申
叓
ニ
候
間
、
是
亦
早
々
鎮
守
社
御
勧
請
相
成
候
様
偏
奉
願
上
候

一 

酒
小
賣
株
下
地
壱
ヶ
所
御
座
候
所
、壱
ヶ
所
ニ
而
ハ
至
極
不
便
理
ニ
御
座
候
、

脇
濱
ニ
も
孰
れ
弐
ヶ
所
三
ヶ
所
宛
御
座
候
間
、
當
御
開
作
ニ
茂
今
壱
ヶ
所
惣

濱
中
江
御
免
被
仰
付
可
被
遣
候

右
廉
々
宜
敷
様
被
成
御
沙
汰
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
屋　

吉
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
重
屋
長
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
屋　

勝
五
郎

　

弘
化
五
申
三
月

　
　
　
　
　
　
　

御
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
六
左
衛
門
殿

右
前
書
之
通
、
御
願
申
出
候
間
、
宜
敷
様 

御
年
寄

被
成
御
沙
汰
可
被
遣
候
、
奉
願
上
候
、
以
上　

 

藤
田
庄
左
衛
門
殿

　

同
日　
　

柴
田
十
郎
左
衛
門
殿　
　
　

─
─
─
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─

一 

浦
方
ゟ
蓼
舩
差
留
候
段
、
一
日
も
猶
豫
難
相
成
事
ニ
御
座
候
、
右
ハ
北
国
舩

只
今
ニ
而
も
入
舩
仕
候
ヘ
ハ
、
直
様
蓼
舩
不
仕
乄
ハ
塩
積
方
不
相
成
候
、
夫

を
蓼
舩
不
相
成
と
申
候
ヘ
ハ
、
當
時
塩
濱
も
数
多
事
ニ
御
座
候
故
、
花
香
濱

ヘ
ハ
塩
買
舩
者
入
舩
無
之
様
ニ
相
成
申
候
、
猶
又
浦
方
支
配
之
海
ニ
而
青
江

濱
、
長
濱
共
ニ
無
違
論
蓼
舩
仕
候
ニ
付
、
當
花
香
濱
も
彼
濱
同
様
ニ
相
成
候

様
ニ
御
願
仕
候
、
此
段
ハ
孰
れ　

御
上
之
御
威
光
を
以
、
勘
過
可
被
仰
付
叓

と
ハ
奉
察
候
ヘ
共
、
前
断
申
上
候
通
、
只
今
も
入
舩
難
計
候
間
、
眼
前
御
沙

汰
相
成
候
迠
之
差
湊
ハ
如
何
可
仕
候
哉
、
浦
方
と
内
證
申
談
相
凌
可
申
哉
、

又
ハ

　

 

御
屋
敷
表
ゟ
何
分
之
御
沙
汰
相
成
候
迠
之
手
之
下
之
差
閊
如
何
様
共
御
屋
敷

ゟ
可
被
仰
付
候
哉
、
此
度
蓼
屋
萬
右
衛
門
を
以
、
飛
脚
ニ
差
出
候
間
、
巨
細

ハ
此
者
ゟ
御
高
聴
奉
希
候
、
実
以
一
日
も
猶
豫
難
相
成
事
ニ
御
座
候
、
尤
中

杖
濱
之
義
ハ
古
地
火
用
心
悪
敷
ニ
付
、
差
支
之
義
も
有
之
と
申
候
ヘ
ハ
、
尤

之
義
も
有
之
候
様
ニ
承
及
候
所
、
當
濱
之
義
ハ
脇
方
差
支
之
義
ハ
一
向
無
御

座
候
叓

一 

當
三
月
廿
三
日
之
夜
、
浦
年
寄
給
庄
屋
兼
役
平
原
七
左
衛
門
宅
江
當
濱
問
屋

源
次
郎
を
呼
出
シ
、
七
左
衛
門
ゟ
申
渡
候
義
ハ
、
兼
而
地
下
ゟ
花
香
濱
蓼
舩

不
仕
様
浦
方
寄
合
之
人
数
ゟ
申
聞
せ
候
所
、
此
内
も
其
方
北
国
舩
を
蓼
さ
せ

候
由
、
其
方
儀
ハ
何
そ
御
役
人
様
ゟ
蓼
候
而
も
宜
敷
と
申
授
ニ
而
も
受
居
候

哉
と
七
左
衛
門
相
尋
候
所
、
源
二
郎
ゟ
相
答
候
者
、
其
段
花
香
濱
御
年
寄
ヘ

舩
難
渋
候
段
申
出
候
処
、
是
迄
数
年
来
蓼
来
候
叓
、
今
更
浦
方
ゟ
差
留
候
而

も
其
筋
ニ
ハ
不
参
、
其
上
只
今
北
国
舩
蓼
舩
不
相
成
と
申
候
ヘ
ハ
、
濱
方
眼

前
之
難
渋
故
、
不
苦
蓼
舩
致
さ
せ
様
ニ
御
年
寄
ゟ
御
申
ニ
付
、
蓼
さ
せ
候
段
、

源
二
郎
相
答
候
由
、
然
處
直
様
蓼
屋
万
右
衛
門
、
浦
方
御
役
所
江
呼
出
シ
、

兼
而
大源

二

郎
国
屋
ヘ
申
通
、
蓼
舩
差
留
置
候
所
、
船
平
蓼
ニ
致
候
様
ニ
源
二
郎
ゟ

申
叓
候
間
、
中
々
蓼
舩
不
相
成
候
、
此
儀
者
孰
れ
御
屋
敷
欤
又
ハ
小
郡
御
勘

場
ゟ
欤
御
沙
汰
可
相
成
、
夫
迠
ハ
蓼
舩
堅
差
留
候
、
乍
此
上
蓼
候
而
、
中
杖

五
〇



同
様
ニ
喧
嘩
差
發
候
而
ハ
不
相
済
叓
ニ
付
、
何
分
之
御
沙
汰
相
成
候
迄
ハ
蓼

舩
不
仕
様
ニ
と
七
左
衛
門
ゟ
万
右
衛
門
ヘ
申
付
候
由
、
仍
而
万
右
衛
門
相
答

候
ハ
、
私
義
ハ
浦
方
之
御
百
姓
ニ
付
、
地
下
御
役
所
之
下
知
者
相
背
ハ
不
法

候
ヘ
共
、
只
今
花
香
濱
ニ
て
蓼
舩
之
御
奉
書
頂
戴
仕
居
候
故
、
私
自
己
之
了

簡
ニ
及
不
申
、
彼
方
御
役
筋
江
申
出
、
御
授
次
第
ニ
可
仕
と
相
答
候
處
、
随

分
御
届
所
ヘ
ハ
勝
手
ニ
可
届
出
、
其
内
譬
御
奉
書
有
之
候
而
も
舩
蓼
候
儀
者

全
不
相
成
と
差
留
候
由
、
萬
右
衛
門
罷
帰
申
出
候
叓

　
　
　

同
日　
　
　
　
　
　

藤
田
庄
左
衛
門

⑧
嘉
永
元
年
六
月
改
「
花
香
濱
浦
方
一
件
」
１
冊

 

︹
冊
子　

表
紙
︺

　

嘉
永
元
申
六
月

　

花
香
濱
浦
方
参
リ
懸
リ
一
件

 

︹
冊
子　

本
文
︺

一 

六
月
廿
五
日
、
御
庄
屋
山
内
六
左
衛
門
殿
ヘ
、
上
荷
舩
之
儀
、
會
所
人
を
以
、

明
日
濱
方
ゟ
上
荷
舩
乗
出
シ
候
間
、
何
ぞ
浦
方
ゟ
故
障
共
ハ
有
之
間
敷
哉
相

尋
候
処
、
只
今
浦
方
ヘ
色
々
申
候
而
茂
、
焼
は
り
ニ
火
を
加
ふ
同
前
、
先
達

而
上
荷
舩
之
義
乞
合
候
節
、
新
規
上
荷
舩
成
共
、
又
古
キ
上
荷
舩
成
共
、
被

成
御
乗
、
懸
リ
合
中
浦
方
ゟ
留
ニ
も
行
ま
い
、
な
れ
共
、
と
め
る
時
節
が
き

つ
れ
バ
と
め
る
と
い
ふ
、
然
レ
共
、
頃
日
勘
場
之
方
江
、
浦
ゟ
願
書
差
出
シ

候
ニ
付
、
け
つ
し
て
と
め
ハ
す
ま
い
、
浦
江
者
乞
合
な
し
に
乗
ル
が
よ
か
ろ

ふ
、
と
め
ら
バ
と
め
る
迄
、
乗
ッ
て
見
ㇽ
が
宜
敷
と
の
叓
ニ
候
、
右
者
内
々

御
庄
屋
ヘ
乞
合
候
義
ニ
付
、
御
屋
補︹

鋪
︺江

者
此
書
出
シ
不
申
候

　
　
　
　

七
月
五
日
又
々
御
座
敷
内
分
ニ
而
出
し
候
叓

　

 

秋
穂
浦
ゟ
花
香
濱
江
寄
セ
子
其
外
日
雇
之
者
、
是
迄
之
通
、
仕
役
ヘ
差
越
候

様
と
の
御
事
ニ
御
座
候
間
、
右
様
御
承
知
、
秋
穂
浦
ヘ
早
々
御
授
可
有
之
候
、

為
右
得
御
意
候
、
以
上

　
　
　

六
月
十
六
日

　

山
内
幾
太
郎
様　
　

本
間
次
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　

心
得
筋
申
上
候
叓

一 

當
六
月
廿
六
日
、
北
国
舩
塩
買
積
ニ
参
リ
、
上
荷
舩
ニ
而
前
積
い
た
し
候
処
、

秋
穂
浦
ゟ
漁
舩
ヘ
三
人
乗
リ
来
リ
、
舩
頭
萬
蔵
与
申
者
申
様
ハ
、
私
共
浦
方

御
役
所
ゟ
役
目
ニ
而
参
リ
候
与
申
、
上
荷
舩
差
留
、
直
様
相
圖
之
ほ
ら
が
い

吹
立
候
処
、
又
々
漁
舩
四
人
乗
参
リ
、
上
荷
舩
ヘ
積
込
候
塩
、
本
舩
江
積
渡

さ
せ
、
舩
明
次
第
、
日
雇
之
舩
子
壱
人
乗
侭
浦
方
ヘ
漁
舩
弐
艘
ニ
而
漕
取
、

舩
着
次
第
、
上
荷
舩
子
之
者
、
浦
役
所
江
相
届
、
直
様
帰
リ
候
叓
、
外
ニ
漁

船
壹
艘
遠
目
舩
飛
舩
ㇳ
相
見
ヘ
見
合
、
直
様
帰
り
候
叓
、

一 

浦
法
之
儀
ハ
不
存
申
候
得
共
、
是
迠
百
姓
肥
舩
濱
方
其
外
上
荷
舩
近
邊
廻
り

之
用
舩
乗
出
シ
候
共
、浦
方
ヘ
届
ケ
シ
頼
ミ
の
与
申
叓
ハ
一
切
無
之
候
ヘ
共
、

差
障
リ
之
義
ハ
是
迄
無
御
座
、
浦
方
ゟ
聞
つ
く
ろ
い
、

　

時
々
ニ
帆
別
銭
貫
立
ニ
参
る
行
形
ニ
候
叓

一 

浦
方
入
替
立
銭
助
銀
道
筋
相
分
リ
候
通
リ
御
代
官
様
ゟ
御
沙
汰
相
成
候
歟
、

又
ハ
浦
人
濱
人
共
ニ
御
勘
場
ヘ
御
呼
出
シ
相
成
候
而
、御
申
授
ヶ
相
成
候
歟
、

五
一



左
様
無
御
座
候
而
ハ
、
浦
人
殊
を
好
納
ル
と
申
事
ハ
無
御
座
候
、
何
卒
早
々

御
沙
汰
相
成
候
様
奉
願
上
候

一 

當
濱
ゟ
舩
乗
出
シ
候
得
者
、
浦
方
ゟ
漕
取
候
ニ
付
、
一
向
舩
扱
不
相
成
、
左

候
ヘ
者
、
差
向
処
風
前
ニ
御
座
候
ニ
付
土
手
方
普
請
早塩

上
荷
■
上
リ
不
申
乄
者

々
不
相
成
候
而
ハ
、

片
時
茂
不
相
済
叓
ニ
御
座
候
間
、
濱
方
江
上
荷
舩
被
乗
候
様
ニ
奉
願
上
候

一 

此
内
大
庄
屋
様
ゟ
別
書
之
通
申
来
リ
候
処
、
浦
人
大
キ
ニ
り
き
み
御
勘
場
迄

直
様
願
書
差
出
し
、
追
々
於
浦
方
寄
合
致
し
、
色
々
催
好
濱
方
ニ
は
ら
せ
日

用
脇
村
ゟ
雇
ひ
揃
、
安
心
い
た
し
候
得
と
も
、
浦
方
よ
り
脇
村
迄
色
々
ト
小

障
を
い
た
し
、
濱
方
雇
ひ
揃
ヘ
の
よ
せ
子
迄
日
和
見
合
ル
通
り
ニ
也
、
安
心

付
間
合
も
無
御
座
、
濱
方
心
得
筋
此
通
リ
ニ
而
不
相
済
、

　

 

御
上
様
ゟ
善
悪
御
催
儀
不
被
仰
付
乄
者
、
海
中
之
内
住
居
茂
相
成
兼
候
様
ニ

奉
相
考
候
間
、
御
上
之
御
理
非
被
仰
付
か
、
又
者
浦
方
ヘ
取
立
銀
之之

出
調
か
、

誠
ニ
頃
日
之
催
奉
恐
入
候
間
、
右
心
得
筋
申
上
候
叓

一 

中
杖
濱
と
花
香
濱
と
参
り
懸
り
一
件
同
様
ニ
ハ
参
リ
不
申
、
中
杖
濱
者
燃
場

ニ
付
、
古
地
火
用
心
と
申
叓

一 

中
杖
濱
浦
人
日
用
庄
蔵
と
申
者
、
濱
方
ヘ
雇
ひ
不
申
候
叓

一 

中
杖
濱
ニ
者
浦
人
上
村
善
左
衛
門
と
申
も
の
、
三
番
四
番
濱
弐
軒
手
代
仕
候

所
、
浦
方
よ
り
寄
子
差
出
し
不
申
ニ
付
、
濱
手
代
之
善
左
衛
門
、
中
杖
出
入

差
留
、
右
ニ
付
て
よ
せ
子
之
儀
ハ
日
別
四
十
八
文
宛
取
、
身
分
濱
手
代
之
儀

ハ
弐
軒
に
て
ハ
凡
正
銀
六
拾
貫
目
余
取
引
致
し
候
も
の
寄
子
同
様
ニ
御
屋
敷

ゟ
御
沙
汰
相
成
候
ニ
付
、
浦
方
ニ
折
合
叓
も
右
ニ
付
、
折
合
兼
心
得
筋
申
上

候
叓

一 

花
香
濱
ハ
是
迄
少
し
も
濱
方
ゟ
當
春
已
来
ひ
だ
を
も
不
被
取
様
ニ
萬
事
内
目

ニ
控
、
懸
合
仕
候
間
、
心
得
筋
申
上
候
叓

一
上
荷
舩
中
□
株
之
儀
ハ
追
而
申
出
可
仕
候
事

右
前
書
之
通
、
一
ツ
書
を
以
、
心
得
筋
濱
方
ゟ
申
出
仕
候
、
以
上

　
　

申
六
月
廿
八
日　
　
　
　
　

藤
田
庄
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

柴
田
十
郎
左
衛
門
様

　

嘉
永
元
申
ノ
七
月
五
日
出
シ

内
々
心
得
筋
御
屋
補︹

鋪
︺ヘ

差
出
シ
候
控

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
香
濱

　
　
　
　
　

覚

一 

穐
（
マ
マ
）穂

浦
廻
舩
、
濱
花
香
濱
、
中
杖
濱
塩
買
不
申
様
ニ
地
下
中
申
合
せ
与
相
見

ヘ
、
是
迄
年
来
定
舩
ト
乄
塩
賣
来
リ
候
舩
余
分
有
之
候
ヘ
共
、
近
比
ハ
一
艘

ニ
而
も
買
積
不
仕
、
脇
濱
ニ
而
買
得
い
た
し
候
叓

一 

花
香
濱
中
杖
濱
ヘ
者
浦
方
ゟ
肴
賣
其
外
諸
商
人
参
リ
不
申
様
ニ
取
〆
、
猶
又

■
他
村
肴
賣
ニ
て
も
秋
穂
浦
肴
買
候
ヘ
者
、
花
香
濱
ヘ
行
不
申
様
ニ
他
村
江

肴
賣
申
附
ヶ
候
、
花
香
中
杖
濱
へ
行
候
ヘ
者
、
浦
方
ニ
肴
賣
不
不
申
と
の
叓

ニ
御
座
候

一 
花
香
濱
ニ
上
荷
舩
乗
リ
候
ヘ
ハ
、
濱
方
ゟ
黒︹

墨
︺付

浦
方
ヘ
取
不
申
乄
者
、
乗
せ

不不

申
ト
申
ス
叓
、
何
そ
浦
方
ノ
氣
ニ
入
不
申
時
者
、
差
支
リ
可
致
様
に
被
相

考
、
花
香
濱
ヘ
者
立
銀
八
匁
上
荷
壱
艘
ニ
付
取
ト
申
ス
事
、
遠
波
濱
ニ
者
上

荷
立
銀
壱
艘
ニ
付
、
六
匁
五
分
宛
与
申
事
、
青
江
濱
ニ
ハ
四
匁
五
分
与
申
叓
、

五
二



長
濱
ヘ
ハ
壱
艘
ニ
付
、
八
〇
四
匁
宛
与
申
事
、
右
三
ヶ
所
ハ
干
潟
ニ
而
、
入

替
砂
取
候
而
、
立
銀
右
之
辻
、
花
香
濱
江
者
立
銀
八
匁
ニ
而
も
、
入
替
砂
と

ら
せ
候
義
ハ
不
相
成
与
申
事
ニ
御
座
候
間
、
其
外
諸
濱
諸
浦
御
聞
繕
ヒ
被
仰

付
候
叓

　

 

尤
脇
濱
脇
浦
ニ
も
墨
附
濱
方
ゟ
出
シ
候
処
有
之
候
哉
、
御
尋
申
上
候
、
花
香

濱
ニ
限
リ
墨
附
出
シ
候
而
者
不
相
済
事

一 

上
荷
舩
六
月
廿
六
日
浦
方
ゟ
差
留
ニ
参
リ
候
節
ニ
、萬
蔵
与
申
者
申
ス
様
ハ
、

私
共
浦
方
御
役
所
ゟ
役
目
ニ
て
参
リ
と
の
事
、
塩
上
荷
ニ
而
も
、
又
會
所
ニ

而
茂
、
重
々
申
其
余
委
細
之
義
ハ
此
間
之
書
面
ニ
有
之
候
通

一 

井
原
様
御
領
分
百
姓
江
他
所
ゟ
参
リ
濱
方
江
出
候
日
雇
宿
仕
候
処
、
此
内
濱

方
ヘ
日
雇
ニ
出
候
得
者
、
宿
貸
不
申
追
出
シ
候
事

一 

御
庄
屋
迄
上
荷
舩
墨
附
之
義
、
漕
取
之
上
荷
舩
、
今
以
浦
方
ゟ
乗
廻
シ
不

仕
、
此
間
直
八
殿
花
香
江
御
出
之
節
ハ
上
荷
一
件
御
庄
屋
ニ
而
凡
相
済
候
様

ニ
而
、
御
出
萩
浦
方
墨
附
〆
リ
書
ニ
付
、
追
々
懸
引
仕
、
直
八
殿
申
上
之
様

子
与
違
ひ
候
、
墨
附
者
御
屋
補︹

鋪
︺江

御
伺
不
仕
乄
ハ
不
相
成
与
返
答
御
庄
屋
迄

仕
居
候
、
右
ニ
付
延
引
仕
候
間
、
此
段
い
か
ゞ
仕
候
哉
、
被
成
御
沙
汰
可
被

下
候

一 

浦
方
与
参
リ
懸
リ
ニ
付
、
御
拝
領
地
之
内
、
干
潟
ニ
而
も
砂
取
候
義
ハ
不
相

成
候
間
、
早
々
と
ら
れ
候
様
、
小
郡
御
勘
場
ゟ
御
沙
汰
相
成
候
様
、
奉
願
上

候
右
之
廉
々
、
早
々
御
沙
汰
無
之
候
而
ハ
、
日
々
故
障
差
發
リ
、
其
余
色
々
世
間

風
評
、
筆
紙
ニ
難
盡
、
誠
以
恐
敷
、
昼
夜
共
ニ
少
シ
も
安
堵
仕
候
間
ハ
無
御
座

候
、
此
上
い
か
様
之
大
変
出
来
仕
候
哉
、
難
斗
、
是
以
理
悲︹

非
︺之

御
沙
汰
御
延
引

ニ
相
成
候
故
之
叓
者
相
考
申
候
、
何
卒

御
上
之
御
心
入
を
以
、
早
々
宜
敷
御
沙
汰
相
成
候
様
、
奉
願
上
候
、
以
上

　

嘉
永
元　
　
　
　
　
　
　
　

濱
年
寄

　
　
　

申
七
月　
　
　
　
　
　
　

藤
田
庄
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

柴
田
十
郎
左
衛
門
様

 

１ 

前
掲
﹃
秋
穂
町
史
﹄
七
六
三
頁
に
﹁
た
で
屋
﹂
と
あ
る
。

２ 

年
表
①
参
照
。

五
三


